
Qo
眠
博

（4）とおかまち

織
機
騒
音
測
定
調
査
に
ご
協
力
を

　
十
日
町
市
は
、
騒
音
と
水
質
汚
だ

く
が
大
き
な
問
題
と
さ
れ
、
市
街
地

周
辺
の
織
物
工
場
の
施
設
改
善
や
織

物
工
業
団
地
へ
の
移
転
な
ど
、
く
ら

し
や
す
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
つ
と

め
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
騒
音
防
止

対
策
上
の
基
礎
デ
ー
タ
ー
を
得
る
た

め
、
ニ
カ
年
計
画
で
七
百
十
二
工
場

の
織
機
騒
音
実
態
調
査
を
行
な
い
ま

す
・
す
で
に
、
調
査
に
入
っ
て
い
ま

す
が
、
十
月
末
ま
で
に
川
治
、
十
日

町
地
区
全
部
を
測
定
す
る
予
定
で

す
。
測
定
は
、
隣
地
の
境
界
で
行
な

い
、
測
定
結
果
を
本
人
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
調
査
員
が
お
伺
い
し
た
と

き
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役

所
環
境
開
発
課
（
奮
七
－
三
一
一
一

番
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

隣
地
と
の
境
界
線
上
で
測
宕
す
る

み
じ
ん
切
り
、
ト
マ
ト
の
輪
切
り
を

加
え
、
煮
つ
ま
っ
た
ら
塩
、
こ
し
ょ

う
、
化
学
調
味
料
で
味
を
整
え
る
、

　
原
稿
募
集
　
主
婦
の
方
で
、
ご
家

族
に
喜
ぽ
れ
て
い
る
料
理
の
つ
く
り

方
を
紙
面
に
提
供
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
ー
。
一
青
字
位
に
ま
と
め
て
住

所
．
氏
名
、
電
話
番
号
明
記
の
上
、

企
画
広
報
係
へ
。

4似の聯K礁
、
穫

　
最
近
、
有
害
食
品
や
欠
か
ん
商
品
、
不
当
表
示
、
過
大
包

装
な
ど
暮
ら
し
を
と
り
ま
く
問
題
が
で
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
に
対
処
す
る
に
は
、
消
費
者
の
み
な
さ
ん
が
、
か
し
こ
い

消
費
者
に
な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ー
論
文
を
募
集
i

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
消
費
者
保
護
基
本
法
制
定
五
周

年
を
記
念
し
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
論
文
を
募
集
し
ま
す
。

　
（
テ
ー
マ
）
一
、
消
費
者
保
護
の
あ
り
方
。
二
、
私
の
消
費

者
運
動
。
（
要
領
）
四
百
字
詰
原
こ
う
用
紙
十
～
十
五
枚
に
住

所
、
氏
名
、
職
業
、
年
令
、
電
話
番
号
を
記
載
し
、
七
月
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
ま
で
に
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
老
　
　
　
　
　
（
東
京
都
港
区
一
。
同
輪
三
－
十
三
ー
二

〆
　
蒲
　
　
＋
二
）
論
文
募
集
係
唇
送
り
く
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
の

　
　
　
　
　
　
／
　
　
　
さ
し

東
京
市
場
は
新
し
い
商
品
開
発
を
期
待

　
　
ー
十
日
町
織
物
の
需
要
動
向
調
査
結
果
ー

ク
ヲ
…
キ
…
ン
グ
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変
わ
り
チ
キ
ン
ソ
テ
ィ

　
　
主
婦
　
宮
沢
弘
子
（
四
新
三
）

油
で
ジ
ュ
ツ
と
焼
い
て
い
た
y
く
手

羽
肉
の
つ
く
り
方
を
ご
紹
介
し
ま
す

　
材
料
（
四
人
分
位
）
　
手
羽
肉
四

枚
、
ト
マ
ト
小
一
ケ
、
玉
ネ
ギ
中
二

分
の
一
ヶ
、
さ
や
い
ん
げ
ん
百
4
、

に
ん
じ
ん
百
4
、
パ
タ
ー
大
さ
じ
五

～
六
杯
。

　
作
り
方
①
手
羽
肉
を
切
り
開
き
、

皮
に
穴
を
あ
け
、
塩
・
コ
シ
ョ
ウ
を

か
け
て
三
十
分
お
く
。
②
乱
切
り
し

た
に
ん
じ
ん
、
さ
や
い
ん
げ
ん
を
塩

ゆ
で
し
、
玉
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り
に

し
い
た
め
る
。
③
手
羽
肉
を
バ
タ
！

で
い
た
め
、
②
の
玉
ね
ぎ
、
に
ん
じ

ん
、
さ
や
い
ん
げ
ん
と
湯
、
パ
セ
リ
の

　
こ
の
ほ
ど
市
商
工
課
は
、
新
潟
県

東
京
事
務
所
を
通
じ
、
東
京
市
場
に

お
け
る
十
日
町
織
物
の
需
要
動
向
調

査
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
十
日
町
織
物
は
柄
が

新
し
く
消
費
老
の
人
気
が
あ
り
、
特

に
附
下
げ
の
販
売
成
績
は
、
飛
躍
的

な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

　
十
日
町
織
物
に
期
待
す
る
都
内
二

十
四
の
問
屋
の
意
見
は
、
十
日
町
織

物
は
京
都
等
の
分
業
作
業
と
異
な
り

一
貫
作
業
を
行
な
い
、
近
代
的
知
識

に
よ
る
研
究
心
が
旺
盛
、
織
物
の
大

衆
化
を
は
か
り
評
判
が
よ
い
。

　
し
か
し
、
乱
売
傾
向
に
あ
る
た
め

系
列
販
売
の
促
進
、
染
色
技
術
の
向

上
、
新
し
い
商
品
開
発
を
期
待
。

　
さ
ら
に
、
呉
服
類
の
値
上
り
に
よ

か

　
ぴ
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D

る
消
費
者
の
動
向
か
ら
、
業
界
あ
げ

て
コ
ス
ト
面
な
ど
に
本
気
で
取
り
粗

む
姿
勢
が
必
要
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。

囹
は
か
り
の
定
期
検
査

　
は
か
り
の
定
期
検
査
を
七
月
十
七

日
よ
り
つ
ぎ
の
と
聡
り
実
施
し
ま

す
。

　
検
査
の
日
程

▽
七
月
十
七
日
午
前
九
時
～
午
後
四

時
ま
で
…
－
水
沢
出
張
所
で
、
水
沢

地
区
全
域
。

▽
七
月
十
八
日
午
前
九
時
～
午
前
十

一
時
ま
で
…
－
川
治
地
区
公
民
館
で

六
箇
地
区
全
域
と
川
治
地
区
全
域
。

午
後
一
時
半
！
午
後
四
時
ま
で
…

吉
田
出
張
所
で
、
吉
田
地
区
全
域
。

▽
七
月
十
九
日
午
前
九
時
～
午
前
十

一
時
ま
で
…
：
下
条
出
張
所
で
、
下

条
地
区
全
域
。
午
後
一
時
～
午
後
四

時
ま
で
…
－
中
条
地
区
公
民
館
で
、

中
条
地
区
全
域
。

　
1
6
ミ
リ
映
写
機
操
作

　
技
術
講
習
会

　
八
月
ヒ
、
八
、
九
日
市
公
民
館
本

館
で
開
き
ま
す
。
希
望
者
は
、
七
月

末
日
ま
で
に
市
教
委
社
会
教
育
課
指

導
係
ま
た
は
公
民
館
へ
。

　
新
し
い
通
話
料
金

　
制
度
に

　
社
会
生
活
の
広
域
化
に
マ
ツ
チ
さ

せ
る
た
め
、
七
月
十
五
日
か
ら
い
ま

ま
で
の
市
内
通
話
と
津
南
、
千
手
、

仙
田
、
越
後
田
沢
へ
の
通
話
は
三
分

ご
と
に
七
円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

近
隣
の
長
岡
、
六
日
町
、
小
出
・
柏

崎
、
安
塚
、
飯
山
な
ど
へ
の
通
話
は

六
十
秒
が
八
十
秒
ご
と
に
七
円
と
割

安
に
な
り
ま
す
。
　
（
十
日
町
電
報
電

話
局
）電

話
番
号
が
か
わ
り
ま
し
た

火
葬
場
費
七
－
五
｝
＝
三

市
民
体
育
館
　
費
七
－
五
二
〇
八

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▽
丹
羽
誠
（
昭
和
町
一
）
香
典
返

し
…
－
二
万
円
。
▽
六
丁
目
婦
人
会

（
老
人
い
こ
い
の
家
に
）
…
…
中
古

ブ
レ
ー
ヤ
ー
一
A
ロ
。

　
市
職
員
を
募
集

昭
和
四
十
九
隼
四
月
採
用
予
定
の
市

職
員
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す

職
種
と
応
募
資
格

▽
上
級
職
…
…
一
般
行
政
、
土
木

　
大
卒
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
者
を

　
含
む
）
で
昭
和
二
十
三
年
四
月
二

　
日
以
降
出
生
の
男
子
若
干
名
。

▽
中
級
職
…
…
保
母

　
保
母
資
格
者
（
明
年
三
月
資
格
取

　
得
を
含
む
）
で
昭
和
十
八
年
四
月

　
二
日
以
降
出
生
の
者
、
十
名
程
度

試
験
の
期
日
等

　
　
昭
和
四
十
八
年
八
月
十
一
日
、

　
市
役
所
に
て
（
時
間
等
は
申
し
込

　
み
者
に
通
知
し
ま
す
。
）

受
験
申
し
込
み

　
　
職
員
採
用
試
験
中
し
込
み
書

　
（
用
紙
は
総
務
謀
に
）
、
卒
業
証

　
明
書
（
卒
業
見
込
み
証
明
書
）
、

　
成
績
証
明
書
を
．
昭
和
四
十
八
年

　
八
月
三
日
ま
で
に
、
市
役
所
総
務

　
課
ま
た
は
十
日
町
公
共
職
業
安
定

　
所
に
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
不
明
の
点
は
、
市
役
所
総

務
課
（
含
七
ー
三
一
一
一
）
へ
。

癖
　　　　　　骸
　　　露織
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ことしはすでに死者4

　　　　　　　　．　　欝　　　　＆一

　　交通安全指導所を設置
お盆を中心に、つぎのとおり交通安全指導所を設け、交通

安全を呼びかけます。みなさんのご協力をお願いします・

　8月10日下条新光寺、8月12日八箇長里入口、8月15日水

沢郵便局前、8月16日浅ヶ原三叉路。

　
こ
と
し
も
八
月
二
十
日
ま
で
夏
の
交
通
事
故
防
止
運

動
を
実
施
中
で
す
。
八
月
は
暑
い
日
が
多
く
ま
た
、
お

盆
や
お
祭
り
な
ど
で
気
が
ゆ
る
み
が
ち
に
な
る
た
め
、

交
通
事
故
が
め
だ
っ
て
多
く
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
生
き
る
こ
と
の
尊
さ
、
人
の
命
の
尊
さ
を

　
　
　
考
え
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
悲
惨
な
交
通
事
故
を

名　
　
　
絶
減
し
ょ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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夏
の
交
通
作
戦

　
夏
は
、
海
水
浴
等
の
レ
ジ
ャ
ー
や

帰
省
に
よ
る
交
通
量
の
増
加
に
加
え

て
、
暑
さ
に
よ
る
気
の
ゆ
る
み
か
ら

交
通
事
故
が
増
加
し
、
ま
た
、
夏
休

み
に
よ
る
解
放
感
か
ら
子
ど
も
の
交

通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
は
、
昨
年

八
月
中
に
二
名
に
達
し
ま
し
た
。

　
事
故
を
原
因
別
に
み
る
と
、
運
転

側
で
は
、
酒
酔
い
運
転
、
脇
見
運

転
、
徐
行
違
反
、
右
折
不
適
当
と
な

っ
て
お
り
、
歩
行
者
側
で
は
、
急
な

飛
び
だ
し
、
車
の
直
前
直
後
の
横
断

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
齢
別
で
は
若
年
層
の
事

故
が
多
く
、
特
に
、
二
十
歳
～
二
十

四
歳
ま
で
の
年
代
が
ほ
と
ん
ど
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
事
故
の
六
十
％
が
マ
イ

ヵ
！
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
他
の
車

を
含
め
る
と
、
車
だ
け
に
よ
る
事
故

は
七
十
～
八
十
％
に
な
り
ま
す
。

　
十
日
町
市
は
、
一
年
中
で
最
も
事

故
の
多
発
す
る
八
月
に
向
け
て
、
交

通
事
故
非
常
事
態
宣
言
を
行
な
い
、

交
通
事
故
防
止
に
つ
と
め
て
い
ま
す

　
市
の
交
通
対
策
協
議
会
は
、
こ
の

期
間
中
、
街
頭
指
導
、
夜
間
パ
ト
ロ

ー
ル
、
交
通
安
全
指
導
所
の
設
置
、

交
通
安
全
教
室
の
開
設
、
交
通
安
全

施
設
の
点
検
と
増
設
等
を
進
め
ま
す

　
特
に
、
最
近
、
暴
走
運
転
、
酒
酔

い
運
転
が
多
く
、
連
日
＋
日
町
署
で

は
取
締
り
と
指
導
を
続
け
て
い
ま
す

　
　
安
全
運
転
の
心
得

翻
暑
い
と
き
は
過
労
運
転
を
避
け
、

　
疲
れ
を
感
じ
た
ら
休
む
、

》
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
む
り
な

管
理
セ
ン
タ
ー
が
完
成

　去る7月31日、克雪管理セン

ターが新水地区に完成しました

　この施設は昭和47年～48年の

2か年継続事業で総工費2，400万

円を投じた鉄筋コンクリート2

階建440平方㍍のスマートな建

物です。

　ここには、車庫や情報管理室

など雪をはねのけ山間地域の足

を確保する部門。それに楽しい

集いの場兼保育室、織物関係作

業のできる共同作業室など雪国

の特性を生かし、希望の持てる

地域づくりをめざす活動の広場

として利用されます。

　
追
い
越
し
を
し
な
い
。

磁
交
通
渋
滞
に
あ
せ
ら
ず
、
京
間
距

　
離
を
安
全
に
と
る
。

膨
死
亡
事
故
の
ト
ッ
ブ
、
酒
酔
い
運

　
転
を
や
め
よ
う
。

　
交
通
安
全
灯
を

　
増
設

　
農
協
生
命
共
済
連
合
会
か
ら
交
通

安
全
灯
と
し
て
、
水
銀
灯
が
六
基
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
市
は
五
基
追
加
し
て
、

市
内
の
主
要
箇
所
に
設
置
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
道
路
の
町
名
標
識
が
な
い

た
め
外
来
者
が
非
常
に
不
便
を
感
じ

て
い
ま
す
の
で
　
信
号
機
の
下
に
町

名
標
識
を
っ
け
る
こ
と
に
し
ま
し

た
．
こ
れ
は
、
県
が
主
要
道
路
の
交

差
点
に
つ
け
る
ほ
か
、
岡
村
哲
さ
ん

（
錦
萌
）
の
香
典
返
し
の
ご
寄
贈
を

生
か
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
交
通
無
事
故

　
　
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施

　
十
日
町
市
で
は
、
交
通
安
全
協
会

が
中
心
に
な
っ
て
交
通
無
事
故
コ
ソ

ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
町
内
ぐ
る
み
の
交
通
事

故
防
止
運
動
に
結
び
つ
け
る
た
め
、

七
月
一
日
か
ら
十
一
月
末
日
ま
で
実

施
し
ま
す
。
こ
の
期
間
に
無
事
故
無

違
反
の
町
内
を
他
の
模
範
と
し
て
表

彰
し
ま
す
。

　
　
交
通
安
全
推
進

　
　
員
の
活
躍

　
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
交
通
指

　
　
十
日
町
市
は
昭
和
二
十
九

て
年
三
月
三
＋
百
に
市
制
を

噂
λ
施
行
し
ま
し
た
。

迎
こ
の
欄
は
、
来
年
の
市
制

を
二
＋
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

年
っ
て
、
こ
れ
に
ま
つ
わ
る
人

周
に
登
場
し
て
い
た
だ
い
て
い

20

ま
す
。

押竹

　
今
回
は
、
市
制
施
行
の
昭

施
和
二
＋
九
年
生
ま
れ
の
池
田

制
美
津
子
さ
ん
（
滝
文
工
業
㈱
）

市
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し

　
た
o

　　『　　　『　　　　　『

　　’

池田美津子
　（柴倉）

　
郷
土
発
展
の
か
げ
に

　
十
日
町
市
の
織
物
業
は
、
市

制
施
行
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す

発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
も
学
校
を
卒
業
し
て

す
ぐ
に
織
物
会
社
に
入
り
現
在

製
織
の
準
備
工
程
の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

　
入
社
早
々
の
頃
は
、
安
易
な

気
持
で
自
分
の
職
業
を
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
四
年
目
の
現
在

で
は
仕
事
へ
の
責
任
と
生
き
が

い
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
わ
た
し
の
育
っ
た
柴
倉
部
落

は
自
然
に
囲
ま
れ
、
暖
か
い
人

間
味
の
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
市
の
発
展
と
と
も
に
薄
ら
ぎ

つ
つ
あ
る
郷
土
の
素
朴
さ
を
大

事
に
し
な
が
ら
、
明
日
を
築
い

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
■
す
。

導
員
が
毎
朝
制
服
で
街
頭
指
導
を

し
、
み
な
さ
ん
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。　

さ
ら
に
、
六
月
一
日
か
ら
市
内
に

六
十
名
の
交
通
安
全
推
進
負
が
配
置

さ
れ
、
各
町
内
で
交
通
安
全
の
指

導
、
交
通
安
全
施
設
の
管
理
等
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。

地域と6ガ夢お（3）

　
去
る
七
月
二
十
七
日
、
下
条

水
口
会
場
で
、
こ
と
し
第
｝
回

目
の
「
市
民
と
市
長
の
会
」
を

開
き
ま
し
た
。

））））（（（（

ごみについて

の提言

と
市
長
の
会

　
　
昨
年
に
引
き
続
き
．
み
な
さ
ん
の

　
な
ま
の
声
を
市
長
が
聞
き
、
市
政
に

　
反
映
さ
せ
よ
う
と
「
市
民
と
市
長
の

　
会
」
を
下
条
、
赤
倉
、
八
箇
2
一
．
地

　
　
域
で
開
き
ま
し
た
。

　
　
　
さ
ら
に
、
八
月
中
に
二
地
域
開
く

　
　
予
定
で
す
が
、
す
で
に
開
か
れ
た
地

　
　
域
で
は
、
市
道
の
改
良
舗
装
の
促

　
　
進
、
県
市
道
の
無
雪
化
、
農
振
地
域

　
　
の
指
定
、
公
民
館
分
館
の
施
設
整

　
　
備
、
ほ
場
の
墓
盤
整
備
と
農
道
整

　
　
備
、
キ
ャ
ソ
プ
場
整
備
、
学
校
改

　
　
築
、
保
育
所
、
老
人
い
こ
い
の
家
の

　
　
新
設
、
テ
レ
ビ
の
映
り
が
悪
い
な
ど

　
　
貴
重
な
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
ま
し

　
　
た
。

　
　
　
市
長
は
実
現
可
能
な
も
の
は
早
速

　
　
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
年
次
を
必
要

　
　
と
す
る
も
の
は
、
計
画
的
に
進
め
て

　
　
い
く
ほ
か
、
他
の
機
関
に
関
連
す
る

　
　
も
の
は
、
他
の
機
関
に
連
絡
の
L
解

　
　
決
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
各
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ソ
、
こ
と
に
、

収
集
の
期
日
・
時
間
が
決
め
ら
れ
て

い
る
が
、
当
日
午
前
九
時
ま
で
に
出

す
こ
と
と
い
う
き
ま
り
の
た
め
、
前

日
の
夜
ふ
け
に
出
す
人
な
ど
が
い

施
設
め
ぐ
り
に

参
加
し
て

　
　
池
田
幸
子
（
嘉
勝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
私
達
は

　
　
　
　
　
　
　
去
る
七
月

　
　
　
　
　
　
　
十
一
日
、

　
　
　
　
　
　
　
市
の
施
設

　
　
　
　
　
　
　
め
ぐ
り
の

機
会
に
恵
ま
れ
、
職
員
の
案
内

で
回
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　
視
野
の
狭
い
私
達
に
と
っ
て

数
多
く
の
施
設
を
目
で
見
て
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を

喜
ん
で
い
ま
す
。

　
工
業
団
地
や
桂
公
園
な
ど
数

多
く
の
施
設
を
見
て
、
市
の
将

来
の
発
展
に
希
望
と
期
待
を
新

た
に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
塵

芥
焼
却
場
の
悪
臭
の
中
で
懸
命

に
働
く
作
業
員
の
皆
様
の
容
易

で
な
さ
に
は
、
痛
感
い
た
し
ま

し
た
。

　
近
く
近
代
的
施
設
の
整
っ
た

焼
却
場
も
で
き
る
そ
う
で
す
が

ご
み
を
出
す
私
達
は
、
処
理
す

る
人
の
身
に
な
っ
て
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

っ
て
収
集
時
間
が
変
吏
さ
れ
が
ち
で

あ
り
、
ま
た
共
稼
ぎ
等
各
家
庭
の
事

情
を
考
え
る
と
現
在
で
は
因
難
で

す
。　

ω
に
つ
い
で
．
は
、
必
要
な
こ
と
で

あ
り
、
実
施
す
る
杉
え
で
す
。

住
み
よ
い
街
づ
ぐ
り
の
た
め
に
、

各
方
面
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
が
、
ゴ
み
に
つ
い
て
も
、
収
篤
作

業
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
く
よ
う
に
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

ず
。

嚢

膨o翻、綾

夏を健康で楽しく

て
、
付
近
の
住
民
は
、
大
変
な
迷
惑

を
こ
う
む
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
提
、
一
、
・
し

ま
す
。

　
e
ご
ム
を
出
す
時
間
を
収
箋
前
二

時
間
ほ
ど
に
限
定
し
て
ほ
し
い
。

　
ω
プ
」
み
ス
テ
ー
シ
ョ
γ
の
消
鉦
吟
薬

を
毎
償
配
布
し
イ
ほ
し
い
。

　
お
答
え
し
ま
す

　
e
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
収
集
車

の
台
数
や
人
員
か
ら
考
え
る
と
、
各

ス
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
ご
み
の
多
少
に
よ

繋

　
　
　
　
難

羅
譲
難
鹸
灘

　
こ
ど
も
達
の
夏
休
み
も

半
分
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。　

こ
れ
ま
で
海
や
山
へ
行

っ
て
来
た
人
、
あ
る
い
は

こ
れ
か
ら
出
か
け
る
人
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

夏
休
み
中
は
、
ち
ょ
っ
と

の
気
の
ゆ
る
み
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
の
事
故
の
起
こ
り

ゃ
す
い
季
節
で
す
。

　
残
さ
れ
た
夏
休
み
期
問

中
、
こ
ど
も
を
非
行
化
や

箏
故
か
ら
守
り
、
元
気
な

姿
で
新
学
期
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
注
意
し
、
こ
の
夏

を
快
適
に
す
ご
し
ま
し
ょ

う
。

　
水
難
事
故
に
ご
注
意
を

　
暑
い
時
期
で
す
が
、
水

遊
び
な
ど
で
子
ど
も
を
川

や
池
な
ど
の
危
険
な
場
所

に
近
寄
せ
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

慧

〆

～
胃

、

乃

獄ノ

　
な
お
、
最
近
プ
ー
ル
で

の
水
死
事
故
が
市
内
で
起

こ
り
ま
し
た
。

　
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
と
き
は
、

水
泳
の
き
ま
り
を
守
っ
て

楽
し
く
泳
ぐ
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
子
ど

も
の
同
伴
者
は
、
責
任
を

も
っ
て
監
視
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

夜
遅
く
ま
で
遊
ん
で
い

ま
せ
ん
か
。

　
こ
れ
は
非
行
化
の
一
因

で
す
。
夕
食
は
家
族
全
員

で
、
ま
た
機
会
あ
る
ご
と

に
一
家
団
ら
ん
の
場
を
も

っ
て
く
だ
さ
い
。
親
の
無

関
心
や
「
う
ち
の
子
に
限

っ
て
」
と
い
う
考
え
が
非

行
化
へ
の
チ
ャ
ン
ス
と
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
伝
染
病
予
防
は
、
ま
ず

手
洗
い
の
励
行
か
ら
。

　
赤
痢
や
腸
チ
フ
ス
な
ど

の
夏
の
伝
染
病
や
食
中
毒

の
防
止
は
、
ま
ず
調
理
前

と
用
便
後
の
手
洗
い
の
励

行
で
す
。
食
品
は
な
る
べ

く
加
熱
し
、
調
理
場
は
清

潔
に
。

　
　
　
　
　
　
　
グ

　
　
　
　
　
　
製

　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
一

　
　
　
　
　
－
　
　
損
　
？

　
　
　
　
ロ

　
墨
〆
鐙

花
火
の
事
故

　
お
盆
や
お
祭
り
な
ど
、

花
火
の
使
用
が
多
く
な
り

ま
す
。
説
明
書
を
よ
く
読

ん
で
正
し
く
使
用
し
で
く

だ
さ
い
。

き
ま
り
よ
い
生
活

　
夏
休
み
は
、
子
ど
も
が

自
分
で
生
活
設
計
を
た
て

る
大
切
な
時
期
で
す
。
子

ど
も
達
が
き
ま
り
よ
い
生

活
を
お
く
っ
て
い
る
か
点

検
し
て
く
だ
さ
い
。

ツ
ツ
ガ
虫
病
に
注
意

　
こ
の
ほ
ど
城
之
古
地
内

の
信
濃
川
中
州
で
捕
獲
し

た
野
ね
ず
み
か
ら
、
ツ
ツ

ガ
虫
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
場
所
で
、
三
年
前

ツ
ツ
ガ
虫
病
が
発
生
し
て

い
ま
す
が
、
信
濃
川
付
近

は
危
険
で
す
。
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

＼
　　　　　灘薄憩．轄難嚢　羅

韓

　　　　蘇　　難　　畿懲磁灘
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ことしはすでに死者4

　　　　　　　　．　　欝　　　　＆一

　　交通安全指導所を設置
お盆を中心に、つぎのとおり交通安全指導所を設け、交通

安全を呼びかけます。みなさんのご協力をお願いします・

　8月10日下条新光寺、8月12日八箇長里入口、8月15日水

沢郵便局前、8月16日浅ヶ原三叉路。

　
こ
と
し
も
八
月
二
十
日
ま
で
夏
の
交
通
事
故
防
止
運

動
を
実
施
中
で
す
。
八
月
は
暑
い
日
が
多
く
ま
た
、
お

盆
や
お
祭
り
な
ど
で
気
が
ゆ
る
み
が
ち
に
な
る
た
め
、

交
通
事
故
が
め
だ
っ
て
多
く
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
生
き
る
こ
と
の
尊
さ
、
人
の
命
の
尊
さ
を

　
　
　
考
え
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
悲
惨
な
交
通
事
故
を

名　
　
　
絶
減
し
ょ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
，
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巳
　
I
　
1
　
9
奪
・
　
9
　
，
　
し
　
じ
　
，

夏
の
交
通
作
戦

　
夏
は
、
海
水
浴
等
の
レ
ジ
ャ
ー
や

帰
省
に
よ
る
交
通
量
の
増
加
に
加
え

て
、
暑
さ
に
よ
る
気
の
ゆ
る
み
か
ら

交
通
事
故
が
増
加
し
、
ま
た
、
夏
休

み
に
よ
る
解
放
感
か
ら
子
ど
も
の
交

通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
は
、
昨
年

八
月
中
に
二
名
に
達
し
ま
し
た
。

　
事
故
を
原
因
別
に
み
る
と
、
運
転

側
で
は
、
酒
酔
い
運
転
、
脇
見
運

転
、
徐
行
違
反
、
右
折
不
適
当
と
な

っ
て
お
り
、
歩
行
者
側
で
は
、
急
な

飛
び
だ
し
、
車
の
直
前
直
後
の
横
断

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
年
齢
別
で
は
若
年
層
の
事

故
が
多
く
、
特
に
、
二
十
歳
～
二
十

四
歳
ま
で
の
年
代
が
ほ
と
ん
ど
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
事
故
の
六
十
％
が
マ
イ

ヵ
！
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
他
の
車

を
含
め
る
と
、
車
だ
け
に
よ
る
事
故

は
七
十
～
八
十
％
に
な
り
ま
す
。

　
十
日
町
市
は
、
一
年
中
で
最
も
事

故
の
多
発
す
る
八
月
に
向
け
て
、
交

通
事
故
非
常
事
態
宣
言
を
行
な
い
、

交
通
事
故
防
止
に
つ
と
め
て
い
ま
す

　
市
の
交
通
対
策
協
議
会
は
、
こ
の

期
間
中
、
街
頭
指
導
、
夜
間
パ
ト
ロ

ー
ル
、
交
通
安
全
指
導
所
の
設
置
、

交
通
安
全
教
室
の
開
設
、
交
通
安
全

施
設
の
点
検
と
増
設
等
を
進
め
ま
す

　
特
に
、
最
近
、
暴
走
運
転
、
酒
酔

い
運
転
が
多
く
、
連
日
＋
日
町
署
で

は
取
締
り
と
指
導
を
続
け
て
い
ま
す

　
　
安
全
運
転
の
心
得

翻
暑
い
と
き
は
過
労
運
転
を
避
け
、

　
疲
れ
を
感
じ
た
ら
休
む
、

》
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
む
り
な

管
理
セ
ン
タ
ー
が
完
成

　去る7月31日、克雪管理セン

ターが新水地区に完成しました

　この施設は昭和47年～48年の

2か年継続事業で総工費2，400万

円を投じた鉄筋コンクリート2

階建440平方㍍のスマートな建

物です。

　ここには、車庫や情報管理室

など雪をはねのけ山間地域の足

を確保する部門。それに楽しい

集いの場兼保育室、織物関係作

業のできる共同作業室など雪国

の特性を生かし、希望の持てる

地域づくりをめざす活動の広場

として利用されます。

　
追
い
越
し
を
し
な
い
。

磁
交
通
渋
滞
に
あ
せ
ら
ず
、
京
間
距

　
離
を
安
全
に
と
る
。

膨
死
亡
事
故
の
ト
ッ
ブ
、
酒
酔
い
運

　
転
を
や
め
よ
う
。

　
交
通
安
全
灯
を

　
増
設

　
農
協
生
命
共
済
連
合
会
か
ら
交
通

安
全
灯
と
し
て
、
水
銀
灯
が
六
基
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
市
は
五
基
追
加
し
て
、

市
内
の
主
要
箇
所
に
設
置
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
道
路
の
町
名
標
識
が
な
い

た
め
外
来
者
が
非
常
に
不
便
を
感
じ

て
い
ま
す
の
で
　
信
号
機
の
下
に
町

名
標
識
を
っ
け
る
こ
と
に
し
ま
し

た
．
こ
れ
は
、
県
が
主
要
道
路
の
交

差
点
に
つ
け
る
ほ
か
、
岡
村
哲
さ
ん

（
錦
萌
）
の
香
典
返
し
の
ご
寄
贈
を

生
か
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
交
通
無
事
故

　
　
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施

　
十
日
町
市
で
は
、
交
通
安
全
協
会

が
中
心
に
な
っ
て
交
通
無
事
故
コ
ソ

ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
町
内
ぐ
る
み
の
交
通
事

故
防
止
運
動
に
結
び
つ
け
る
た
め
、

七
月
一
日
か
ら
十
一
月
末
日
ま
で
実

施
し
ま
す
。
こ
の
期
間
に
無
事
故
無

違
反
の
町
内
を
他
の
模
範
と
し
て
表

彰
し
ま
す
。

　
　
交
通
安
全
推
進

　
　
員
の
活
躍

　
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
交
通
指

　
　
十
日
町
市
は
昭
和
二
十
九

て
年
三
月
三
＋
百
に
市
制
を

噂
λ
施
行
し
ま
し
た
。

迎
こ
の
欄
は
、
来
年
の
市
制

を
二
＋
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

年
っ
て
、
こ
れ
に
ま
つ
わ
る
人

周
に
登
場
し
て
い
た
だ
い
て
い

20

ま
す
。

押竹

　
今
回
は
、
市
制
施
行
の
昭

施
和
二
＋
九
年
生
ま
れ
の
池
田

制
美
津
子
さ
ん
（
滝
文
工
業
㈱
）

市
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し

　
た
o

　　『　　　『　　　　　『

　　’

池田美津子
　（柴倉）

　
郷
土
発
展
の
か
げ
に

　
十
日
町
市
の
織
物
業
は
、
市

制
施
行
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す

発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
も
学
校
を
卒
業
し
て

す
ぐ
に
織
物
会
社
に
入
り
現
在

製
織
の
準
備
工
程
の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

　
入
社
早
々
の
頃
は
、
安
易
な

気
持
で
自
分
の
職
業
を
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
四
年
目
の
現
在

で
は
仕
事
へ
の
責
任
と
生
き
が

い
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
わ
た
し
の
育
っ
た
柴
倉
部
落

は
自
然
に
囲
ま
れ
、
暖
か
い
人

間
味
の
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
市
の
発
展
と
と
も
に
薄
ら
ぎ

つ
つ
あ
る
郷
土
の
素
朴
さ
を
大

事
に
し
な
が
ら
、
明
日
を
築
い

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
■
す
。

導
員
が
毎
朝
制
服
で
街
頭
指
導
を

し
、
み
な
さ
ん
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。　

さ
ら
に
、
六
月
一
日
か
ら
市
内
に

六
十
名
の
交
通
安
全
推
進
負
が
配
置

さ
れ
、
各
町
内
で
交
通
安
全
の
指

導
、
交
通
安
全
施
設
の
管
理
等
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。

地域と6ガ夢お（3）

　
去
る
七
月
二
十
七
日
、
下
条

水
口
会
場
で
、
こ
と
し
第
｝
回

目
の
「
市
民
と
市
長
の
会
」
を

開
き
ま
し
た
。

））））（（（（

ごみについて

の提言

と
市
長
の
会

　
　
昨
年
に
引
き
続
き
．
み
な
さ
ん
の

　
な
ま
の
声
を
市
長
が
聞
き
、
市
政
に

　
反
映
さ
せ
よ
う
と
「
市
民
と
市
長
の

　
会
」
を
下
条
、
赤
倉
、
八
箇
2
一
．
地

　
　
域
で
開
き
ま
し
た
。

　
　
　
さ
ら
に
、
八
月
中
に
二
地
域
開
く

　
　
予
定
で
す
が
、
す
で
に
開
か
れ
た
地

　
　
域
で
は
、
市
道
の
改
良
舗
装
の
促

　
　
進
、
県
市
道
の
無
雪
化
、
農
振
地
域

　
　
の
指
定
、
公
民
館
分
館
の
施
設
整

　
　
備
、
ほ
場
の
墓
盤
整
備
と
農
道
整

　
　
備
、
キ
ャ
ソ
プ
場
整
備
、
学
校
改

　
　
築
、
保
育
所
、
老
人
い
こ
い
の
家
の

　
　
新
設
、
テ
レ
ビ
の
映
り
が
悪
い
な
ど

　
　
貴
重
な
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
ま
し

　
　
た
。

　
　
　
市
長
は
実
現
可
能
な
も
の
は
早
速

　
　
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
年
次
を
必
要

　
　
と
す
る
も
の
は
、
計
画
的
に
進
め
て

　
　
い
く
ほ
か
、
他
の
機
関
に
関
連
す
る

　
　
も
の
は
、
他
の
機
関
に
連
絡
の
L
解

　
　
決
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
各
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ソ
、
こ
と
に
、

収
集
の
期
日
・
時
間
が
決
め
ら
れ
て

い
る
が
、
当
日
午
前
九
時
ま
で
に
出

す
こ
と
と
い
う
き
ま
り
の
た
め
、
前

日
の
夜
ふ
け
に
出
す
人
な
ど
が
い

施
設
め
ぐ
り
に

参
加
し
て

　
　
池
田
幸
子
（
嘉
勝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
私
達
は

　
　
　
　
　
　
　
去
る
七
月

　
　
　
　
　
　
　
十
一
日
、

　
　
　
　
　
　
　
市
の
施
設

　
　
　
　
　
　
　
め
ぐ
り
の

機
会
に
恵
ま
れ
、
職
員
の
案
内

で
回
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　
視
野
の
狭
い
私
達
に
と
っ
て

数
多
く
の
施
設
を
目
で
見
て
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を

喜
ん
で
い
ま
す
。

　
工
業
団
地
や
桂
公
園
な
ど
数

多
く
の
施
設
を
見
て
、
市
の
将

来
の
発
展
に
希
望
と
期
待
を
新

た
に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
塵

芥
焼
却
場
の
悪
臭
の
中
で
懸
命

に
働
く
作
業
員
の
皆
様
の
容
易

で
な
さ
に
は
、
痛
感
い
た
し
ま

し
た
。

　
近
く
近
代
的
施
設
の
整
っ
た

焼
却
場
も
で
き
る
そ
う
で
す
が

ご
み
を
出
す
私
達
は
、
処
理
す

る
人
の
身
に
な
っ
て
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

っ
て
収
集
時
間
が
変
吏
さ
れ
が
ち
で

あ
り
、
ま
た
共
稼
ぎ
等
各
家
庭
の
事

情
を
考
え
る
と
現
在
で
は
因
難
で

す
。　

ω
に
つ
い
で
．
は
、
必
要
な
こ
と
で

あ
り
、
実
施
す
る
杉
え
で
す
。

住
み
よ
い
街
づ
ぐ
り
の
た
め
に
、

各
方
面
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
が
、
ゴ
み
に
つ
い
て
も
、
収
篤
作

業
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
く
よ
う
に
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

ず
。

嚢

膨o翻、綾

夏を健康で楽しく

て
、
付
近
の
住
民
は
、
大
変
な
迷
惑

を
こ
う
む
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
提
、
一
、
・
し

ま
す
。

　
e
ご
ム
を
出
す
時
間
を
収
箋
前
二

時
間
ほ
ど
に
限
定
し
て
ほ
し
い
。

　
ω
プ
」
み
ス
テ
ー
シ
ョ
γ
の
消
鉦
吟
薬

を
毎
償
配
布
し
イ
ほ
し
い
。

　
お
答
え
し
ま
す

　
e
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
収
集
車

の
台
数
や
人
員
か
ら
考
え
る
と
、
各

ス
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
ご
み
の
多
少
に
よ

繋

　
　
　
　
難

羅
譲
難
鹸
灘

　
こ
ど
も
達
の
夏
休
み
も

半
分
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。　

こ
れ
ま
で
海
や
山
へ
行

っ
て
来
た
人
、
あ
る
い
は

こ
れ
か
ら
出
か
け
る
人
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

夏
休
み
中
は
、
ち
ょ
っ
と

の
気
の
ゆ
る
み
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
の
事
故
の
起
こ
り

ゃ
す
い
季
節
で
す
。

　
残
さ
れ
た
夏
休
み
期
問

中
、
こ
ど
も
を
非
行
化
や

箏
故
か
ら
守
り
、
元
気
な

姿
で
新
学
期
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
注
意
し
、
こ
の
夏

を
快
適
に
す
ご
し
ま
し
ょ

う
。

　
水
難
事
故
に
ご
注
意
を

　
暑
い
時
期
で
す
が
、
水

遊
び
な
ど
で
子
ど
も
を
川

や
池
な
ど
の
危
険
な
場
所

に
近
寄
せ
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

慧

〆

～
胃

、

乃

獄ノ

　
な
お
、
最
近
プ
ー
ル
で

の
水
死
事
故
が
市
内
で
起

こ
り
ま
し
た
。

　
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
と
き
は
、

水
泳
の
き
ま
り
を
守
っ
て

楽
し
く
泳
ぐ
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
子
ど

も
の
同
伴
者
は
、
責
任
を

も
っ
て
監
視
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

夜
遅
く
ま
で
遊
ん
で
い

ま
せ
ん
か
。

　
こ
れ
は
非
行
化
の
一
因

で
す
。
夕
食
は
家
族
全
員

で
、
ま
た
機
会
あ
る
ご
と

に
一
家
団
ら
ん
の
場
を
も

っ
て
く
だ
さ
い
。
親
の
無

関
心
や
「
う
ち
の
子
に
限

っ
て
」
と
い
う
考
え
が
非

行
化
へ
の
チ
ャ
ン
ス
と
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
伝
染
病
予
防
は
、
ま
ず

手
洗
い
の
励
行
か
ら
。

　
赤
痢
や
腸
チ
フ
ス
な
ど

の
夏
の
伝
染
病
や
食
中
毒

の
防
止
は
、
ま
ず
調
理
前

と
用
便
後
の
手
洗
い
の
励

行
で
す
。
食
品
は
な
る
べ

く
加
熱
し
、
調
理
場
は
清

潔
に
。

　
　
　
　
　
　
　
グ

　
　
　
　
　
　
製

　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
一

　
　
　
　
　
－
　
　
損
　
？

　
　
　
　
ロ

　
墨
〆
鐙

花
火
の
事
故

　
お
盆
や
お
祭
り
な
ど
、

花
火
の
使
用
が
多
く
な
り

ま
す
。
説
明
書
を
よ
く
読

ん
で
正
し
く
使
用
し
で
く

だ
さ
い
。

き
ま
り
よ
い
生
活

　
夏
休
み
は
、
子
ど
も
が

自
分
で
生
活
設
計
を
た
て

る
大
切
な
時
期
で
す
。
子

ど
も
達
が
き
ま
り
よ
い
生

活
を
お
く
っ
て
い
る
か
点

検
し
て
く
だ
さ
い
。

ツ
ツ
ガ
虫
病
に
注
意

　
こ
の
ほ
ど
城
之
古
地
内

の
信
濃
川
中
州
で
捕
獲
し

た
野
ね
ず
み
か
ら
、
ツ
ツ

ガ
虫
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
場
所
で
、
三
年
前

ツ
ツ
ガ
虫
病
が
発
生
し
て

い
ま
す
が
、
信
濃
川
付
近

は
危
険
で
す
。
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

＼
　　　　　灘薄憩．轄難嚢　羅

韓

　　　　蘇　　難　　畿懲磁灘
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無
嬉
瓶

得

．
霧

　　　　　統計からみた

市民のくらし
　　　　　　　　　　このほど市役所商工課で昭和46年度の市民所得調査
　　　　　　　　　をまとめました。
　　　　　　　　　　つぎに市民のくらしについて記してみますと……。

市県
垂薩i諺

ヨ影韮多
1人当たりの所得

　
　
　
　
　
　
∠

翻
市
民
一
人
当
り
五
十
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
県
民
所
得
を
上
回
る
ー

　
市
民
所
得
は
、
総
額
二
百
五
十
億

円
と
な
り
、
前
年
に
く
ら
べ
十
六
％

の
伸
び
を
示
し
ま
し
た
。

　
こ
の
総
額
の
う
ち
五
十
七
％
を
占

め
る
雇
用
者
所
得
は
、
百
四
十
一
億

円
で
前
年
に
く
ら
べ
て
二
十
一
億
円

の
増
と
な
り
、
賃
金
ベ
ー
ス
の
上
昇

や
雇
用
者
数
の
増
加
も
あ
っ
て
順
調

な
推
移
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
人
当
た
り
市
民
雇
用
者

所
得
（
農
林
水
産
業
を
除
く
）
で
も

九
十
五
万
四
千
円
と
な
り
、
県
民
所

得
を
は
じ
め
て
上
回
っ
た
こ
と
も
特

徴
と
い
え
ま
す
．

　
反
面
法
人
所
得
は
、
総
額
三
十
二

億
円
と
な
り
、
前
年
に
く
ら
べ
四
％

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
0
0
　
5
　
9
0
　
8
5
　
8
0
％

　
し
か
し
雇
用
者
所
符
の
増
に
よ

り
、
市
民
一
人
当
り
分
配
所
得
は
五

十
万
円
と
な
り
、
県
民
所
得
の
四
十

八
万
円
を
は
じ
め
て
上
回
っ
て
、
県

下
二
十
市
中
五
番
目
に
な
り
ま
し
た

県内各市市民1人当たり分70
　
　
6
0
　
　
5
0
　
　
4
0
　
万
円

伸
び
ゆ
く
第
二
・
第
三
次
産
業

囲
　
　
　
名
目
で
十
八
パ
U
セ
ン
ト

　
所
得
を
生
産
面
か
ら
と
ら
え
た
市

内
純
生
産
は
、
総
額
二
百
六
十
九
億

qも
σ
　
円129万

響響
60
50　口市民所得

　口県民所得
40

30

20

10

万
円

　年383940414243444546　農
　　1人当たり市民雇用者所得と県民
　雇用者所得（農林水産業業除ぐ）

叢ダ1抽

と
消
費
支
出

　
　
　
　
市
内
に
居
住
す
る
個
人
が
、
生
産

　
　
　
の
見
返
り
と
し
て
分
配
さ
れ
た
所
得

　
　
　
は
、
総
額
二
百
四
十
四
億
円
と
前
年

　
　
　
に
く
ら
べ
十
九
％
伸
び
ま
し
た
。
一

　
　
　
人
当
り
の
個
人
所
得
は
、
四
十
九
万

　
　
　
円
で
県
平
均
よ
り
千
円
ほ
ど
下
回
っ

　
　
　
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
一
方
、
消
費
支
出
は
総
額
百
八
十

　
　
　
一
億
円
で
前
年
に
く
ら
べ
、
二
十
三

　
　
　
％
の
高
い
伸
び
を
示
し
、
一
人
当
た

　
　
　
り
の
消
費
支
出
は
三
十
六
万
円
と
県

」
　
　
平
均
を
は
じ
め
て
上
回
っ
た
こ
と
も

対前年比薯

　　18．9％

　　12．O

　　I2．2

対前年比書薯

　　22．7％

　　11．8

　　日．7

「評癖騨

医匿塞
　　　h人当り消費支出

患罪　人口5万人、就業者2万9千人。この数字

は昭和46年です。

特
徴
と
い
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
反
面
消
費
支
出
の
増
に

よ
り
、
一
人
当
り
個
人
貯
蓄
は
七
万

三
千
円
と
な
り
県
の
七
万
六
千
円
よ

り
三
千
円
ほ
ど
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
　
消
費
者
物
価
指

　
　
数
も
伸
び
る

　　　し岳鰍象

第3次産業
20

万
円年

　　慶383940414243444546

し
て
ぎ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
制
約
す

る
も
の
に
物
価
の
上
昇
が
あ
り
ま

す
。
年
々
物
価
は
、
全
国
的
に
上
昇

し
、
十
日
町
市
で
も
昭
和
四
十
五
年

を
百
と
す
る
と
、
昭
和
四
十
六
年
で

ヒ
・
一
庵
、
四
十
七
年
で
四
・
九
％

の
上
昇
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
物
価
の
上
昇
の
た
め
、
家
計

費
は
圧
迫
さ
れ
、
名
目
的
に
は
高
い

伸
び
を
示
し
ま
し
た
が
、
実
質
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
は
か
な
り
の
差
が
あ
る
と

い
え
ま
す
。

長三上→熟　加柏糸両小翻村霜五白暑奄〃」
　　　日、熱　魚、千発
岡条越町津　茂崎川津谷田上翼泉根栄尾

円
と
な
り
、
経
済
成
長
率
（
対
前
年

増
加
率
）
は
名
目
＋
八
％
、
実
質
で

　
　
　
　
　
　
第
二
次
産
業

　
　
　
円00万

とおゴif夢，3

2紡円

第
一
次
産
業

就業者1人当り
　　　　　　‘
　生産所得

十
易
伸
び
、
県
い
内
純
生
産
の
伸
ひ

（
名
目
で
九
％
）
を
大
き
く
上
回
り

ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
就
業
者
一
人
当
た
り

純
生
産
は
八
十
八
万
円
と
な
り
、
前

年
に
く
ら
べ
十
二
万
円
（
十
五
％
）

の
増
加
を
示
し
ま
し
た
。

　
産
業
別
を
み
る
と
、
第
一
次
産
業

は
昨
年
に
続
き
、
米
の
生
産
調
整
の

影
響
も
受
け
て
〇
ニ
コ
％
の
減
少
を

示
し
た
が
、
第
二
次
産
業
は
十
七

％
、
第
三
次
産
業
は
二
十
三
％
と
、

い
ず
れ
も
前
年
に
く
ら
べ
て
伸
び
を

示
し
ま
し
た
。

　
と
く
に
第
二
次
産
業
に
つ
い
て

は
、
鉱
業
、
建
設
業
は
大
幅
な
伸
び

を
示
し
た
ほ
か
、
中
心
産
業
で
あ
る

製
造
業
に
お
い
て
も
四
十
六
年
八
月

ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
不
況
を
間
接

的
に
は
受
け
た
も
の
の
対
前
年
比
十

二
％
の
上
昇
率
は
、
全
体
産
業
の
伸

び
を
引
っ
張
っ
た
大
き
な
原
因
と
も

い
え
ま
す
。

　
一
方
、
第
三
次
産
業
に
つ
い
て

は
、
な
か
で
も
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を

占
め
る
卸
小
売
業
、
サ
：
ビ
ス
業
は

二
十
％
以
上
の
伸
び
を
示
し
た
こ
と

に
よ
り
全
体
産
業
の
伸
張
率
を
手
伝

っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

楽
し
い
シ
9
ッ
ビ
ン
ケ
の

ひ
と
と
き

（5）

熱

毒
ぎ
～
　
妻

　
岬

禰・

、

＿－

ノ

　
市
民
所
得
と
は

　
一
定
期
間
（
通
常
一
年
）
に
お

け
る
市
内
各
産
業
の
最
終
生
産
物

の
価
値
評
価
額
で
あ
っ
て
、
個
人

法
人
が
名
目
上
所
得
し
た
も
の
。

　
分
配
所
得
と
個
人
所
得

　
分
配
所
得
と
は
、
市
内
の
居
住

者
が
労
働
を
挺
供
し
て
得
ら
れ
た

所
得
等
と
、
法
人
税
や
法
人
が
従

業
者
等
の
た
め
積
立
て
て
い
る
お

金
（
法
人
留
保
）
を
総
合
し
た
も

の
で
名
目
上
の
所
得
と
も
い
え
ま

す
。
個
人
所
得
は
、
分
配
所
得
か

ら
法
人
税
、
法
人
留
保
を
除
き
逆

に
出
稼
者
所
得
等
を
含
む
も
の

で
、
実
質
上
の
所
得
と
も
い
え
る

　
名
目
と
実
質
成
長
率

　
名
目
成
長
率
と
は
、
総
生
産
、

総
所
得
等
の
合
計
さ
れ
た
数
値
を

前
年
と
比
較
し
た
伸
び
率
。
実
質

成
長
率
は
、
名
目
指
数
を
消
費
者

物
価
指
数
で
割
っ
た
も
の
で
す
。

　
第
一
、
二
、
三
次
産
業

　
第
一
次
産
業
“
農
業
、
林
業
、

水
産
業
。
第
二
次
産
業
“
鉱
業
、

建
設
業
、
製
造
業
．
第
三
次
産
業

n
卸
小
売
業
、
金
融
・
保
険
、
不

動
産
業
、
運
輸
・
通
信
業
、
電
気

・
ガ
ス
・
水
道
業
、
　
サ
ー
ピ
ス

業
、
公
務
。

　
市
民
雇
用
者
所
得

　
雇
用
者
所
得
“
給
与
額
＋
副
業

収
入
＋
社
会
保
険
料
雇
主
負
担
。

　
純
生
産

　
純
生
産
額
u
生
産
額
－
原
材
料

使
用
額
－
減
価
償
却
費
－
内
国
消

費
税
1
そ
の
他
の
物
的
経
費
。

　
消
費
者
物
価
指
数

　
品
物
、
家
賃
の
値
段
を
一
年
前

と
比
較
し
指
数
で
表
わ
し
た
も
の

（
単
位
千
円
》

撫

離
覇

伸
び
悩
み
の
農
業
所
得
・
伸
び
る

農
外
所
得
と
家
計
費

　
昭
和
四
十
四
年
の
米
価
据
置
き

や
、
四
十
五
年
の
米
の
生
産
調
整
を

　しかし、昭和60年になっても人口、就業者

とも多少増加する程度で、大きな期待はでき　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市
ません．なぜならば、昭和35年から45年まで　i民

の人・は・横ばい嫉　　　磯
　これは、自然人口の増加（出生の増）と社　i咲

会的人・（転出者の増）が横ばいであるカ・らiし

です・　　　　　　　　漆
　さて、1人当たり分配所得では、昭和46年　iに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i多
で県平均に追いつき・追い抜きました・　　　i様

しかし、国平均とくらべると、国が63万円i化

で当市が50万円、その差は13万円と大きなひ　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　ぞ
らきとなっています。　　　　　　　　　　　i

　昭和50年・国平均に追いっくには・市民総　i

所得で537億円に達しなければなりません。　1

　当市は、昭和50年には455億円が推計され　i

るので、昭和50年の国平均にはとてもおよび　i

ません。　　　　　　　　　　　　　i

しかし、1人当たり所得の伸び率が、当市は　i

年率16．2％、国平均を年率14・2％と固定し　i

た時、昭和60年の国民所得は1人当り412万円　i

当市でも4日万円と推計され、国平均に近づ　i

　きます。　　　　　　　　　　　　　　　i

　一方、家計費の伸びは、所得の伸びよりや　i

や高く、社会的変動に伴い食料費を越えた雑　i

費のウェートが大きく変化し、このため家計　i

灘難奮離il
実
施
し
て
か
ら
、
農
業
の
純
生
産
は

下
降
を
続
け
ま
し
た
。
従
っ
て
所
得

は
依
然
と
し
て
農
業
所
得
よ
り
農
外

所
得
に
依
存
し
、
農
業
所
得
の
伸
び

悩
み
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
一
戸
当
た
り
平
均
農
業
所
得
を
み

ま
す
と
、
昭
和
四
十
六
年
は
三
十
五

万
五
干
円
と
、
四
十
年
に
く
ら
べ
一

・
二
倍
の
低
い
伸
び
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
　
農
業
依
存
度
は
二
＋
四
％

　
反
面
農
外
所
得
は
、
四
十
六
年
で

百
十
一
万
一
千
円
と
な
り
、
四
十
年

に
く
ら
べ
四
・
三
倍
に
も
な
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
農
業
依
存
度
は
、
国

平
均
の
三
十
一
疹
、
県
平
均
の
三
十

三
％
よ
り
低
い
二
十
四
％
と
な
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
％

46年 市 県 国

農業所得 355 464 466

農外所得 川1 933 1047

農家所得 ・1466 1397 1513

農業依存度 24．2％ 33．2％ 30．8％

家計費 1394 1318 1353

家計充足率 25．5％ 35．2％ 34．4％

し
た
。

　
一
方
、
昭
和
四
十
六
年
の
家
計
費

は
百
三
十
九
万
四
千
円
と
、
四
十
年

に
く
ら
べ
二
・
二
倍
と
な
り
ま
し

た
。
農
業
所
得
に
占
め
る
家
計
費

は
、
国
平
均
の
三
十
四
多
、
県
平
均

の
三
十
五
％
よ
り
低
い
二
十
六
％
と

な
り
ま
し
た
。

非
農
家
の
家
計
費

　
非
農
家
（
単
身
者
を
含
む
）
の
家

計
費
も
高
度
経
済
成
長
に
つ
れ
て
伸

び
、
四
十
六
年
で
一
人
当
た
り
家
計

費
は
四
十
七
万
円
と
な
り
、
四
十
年

に
く
ら
べ
二
・
八
倍
と
な
り
ま
し

な
。

　
な
か
で
も
雑
費
お
も
に
教
養
、
レ

ジ
ャ
ー
に
関
す
る
支
出
は
、
四
・
四

倍
に
も
ふ
く
れ
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

140

120

100

80

60

40農
　外
20

万　農
円　業

　年　　40　　41　42　　43　44　　45　　46　　46　　46

　腹　　　　　　　　　　　1県1⊂国》

　　農家所得のうち、農業に対する依存度は
　　昭和43年を除き低下の一途をつづけている．
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霧

　　　　　統計からみた

市民のくらし
　　　　　　　　　　このほど市役所商工課で昭和46年度の市民所得調査
　　　　　　　　　をまとめました。
　　　　　　　　　　つぎに市民のくらしについて記してみますと……。

市県
垂薩i諺

ヨ影韮多
1人当たりの所得

　
　
　
　
　
　
∠

翻
市
民
一
人
当
り
五
十
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
県
民
所
得
を
上
回
る
ー

　
市
民
所
得
は
、
総
額
二
百
五
十
億

円
と
な
り
、
前
年
に
く
ら
べ
十
六
％

の
伸
び
を
示
し
ま
し
た
。

　
こ
の
総
額
の
う
ち
五
十
七
％
を
占

め
る
雇
用
者
所
得
は
、
百
四
十
一
億

円
で
前
年
に
く
ら
べ
て
二
十
一
億
円

の
増
と
な
り
、
賃
金
ベ
ー
ス
の
上
昇

や
雇
用
者
数
の
増
加
も
あ
っ
て
順
調

な
推
移
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
人
当
た
り
市
民
雇
用
者

所
得
（
農
林
水
産
業
を
除
く
）
で
も

九
十
五
万
四
千
円
と
な
り
、
県
民
所

得
を
は
じ
め
て
上
回
っ
た
こ
と
も
特

徴
と
い
え
ま
す
．

　
反
面
法
人
所
得
は
、
総
額
三
十
二

億
円
と
な
り
、
前
年
に
く
ら
べ
四
％

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
0
0
　
5
　
9
0
　
8
5
　
8
0
％

　
し
か
し
雇
用
者
所
符
の
増
に
よ

り
、
市
民
一
人
当
り
分
配
所
得
は
五

十
万
円
と
な
り
、
県
民
所
得
の
四
十

八
万
円
を
は
じ
め
て
上
回
っ
て
、
県

下
二
十
市
中
五
番
目
に
な
り
ま
し
た

県内各市市民1人当たり分70
　
　
6
0
　
　
5
0
　
　
4
0
　
万
円

伸
び
ゆ
く
第
二
・
第
三
次
産
業

囲
　
　
　
名
目
で
十
八
パ
U
セ
ン
ト

　
所
得
を
生
産
面
か
ら
と
ら
え
た
市

内
純
生
産
は
、
総
額
二
百
六
十
九
億

qも
σ
　
円129万

響響
60
50　口市民所得

　口県民所得
40

30

20

10

万
円

　年383940414243444546　農
　　1人当たり市民雇用者所得と県民
　雇用者所得（農林水産業業除ぐ）

叢ダ1抽

と
消
費
支
出

　
　
　
　
市
内
に
居
住
す
る
個
人
が
、
生
産

　
　
　
の
見
返
り
と
し
て
分
配
さ
れ
た
所
得

　
　
　
は
、
総
額
二
百
四
十
四
億
円
と
前
年

　
　
　
に
く
ら
べ
十
九
％
伸
び
ま
し
た
。
一

　
　
　
人
当
り
の
個
人
所
得
は
、
四
十
九
万

　
　
　
円
で
県
平
均
よ
り
千
円
ほ
ど
下
回
っ

　
　
　
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
一
方
、
消
費
支
出
は
総
額
百
八
十

　
　
　
一
億
円
で
前
年
に
く
ら
べ
、
二
十
三

　
　
　
％
の
高
い
伸
び
を
示
し
、
一
人
当
た

　
　
　
り
の
消
費
支
出
は
三
十
六
万
円
と
県

」
　
　
平
均
を
は
じ
め
て
上
回
っ
た
こ
と
も

対前年比薯

　　18．9％

　　12．O

　　I2．2

対前年比書薯

　　22．7％

　　11．8

　　日．7

「評癖騨

医匿塞
　　　h人当り消費支出

患罪　人口5万人、就業者2万9千人。この数字

は昭和46年です。

特
徴
と
い
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
反
面
消
費
支
出
の
増
に

よ
り
、
一
人
当
り
個
人
貯
蓄
は
七
万

三
千
円
と
な
り
県
の
七
万
六
千
円
よ

り
三
千
円
ほ
ど
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
　
消
費
者
物
価
指

　
　
数
も
伸
び
る

　　　し岳鰍象

第3次産業
20

万
円年

　　慶383940414243444546

し
て
ぎ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
制
約
す

る
も
の
に
物
価
の
上
昇
が
あ
り
ま

す
。
年
々
物
価
は
、
全
国
的
に
上
昇

し
、
十
日
町
市
で
も
昭
和
四
十
五
年

を
百
と
す
る
と
、
昭
和
四
十
六
年
で

ヒ
・
一
庵
、
四
十
七
年
で
四
・
九
％

の
上
昇
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
物
価
の
上
昇
の
た
め
、
家
計

費
は
圧
迫
さ
れ
、
名
目
的
に
は
高
い

伸
び
を
示
し
ま
し
た
が
、
実
質
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
は
か
な
り
の
差
が
あ
る
と

い
え
ま
す
。

長三上→熟　加柏糸両小翻村霜五白暑奄〃」
　　　日、熱　魚、千発
岡条越町津　茂崎川津谷田上翼泉根栄尾

円
と
な
り
、
経
済
成
長
率
（
対
前
年

増
加
率
）
は
名
目
＋
八
％
、
実
質
で

　
　
　
　
　
　
第
二
次
産
業

　
　
　
円00万

とおゴif夢，3

2紡円

第
一
次
産
業

就業者1人当り
　　　　　　‘
　生産所得

十
易
伸
び
、
県
い
内
純
生
産
の
伸
ひ

（
名
目
で
九
％
）
を
大
き
く
上
回
り

ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
就
業
者
一
人
当
た
り

純
生
産
は
八
十
八
万
円
と
な
り
、
前

年
に
く
ら
べ
十
二
万
円
（
十
五
％
）

の
増
加
を
示
し
ま
し
た
。

　
産
業
別
を
み
る
と
、
第
一
次
産
業

は
昨
年
に
続
き
、
米
の
生
産
調
整
の

影
響
も
受
け
て
〇
ニ
コ
％
の
減
少
を

示
し
た
が
、
第
二
次
産
業
は
十
七

％
、
第
三
次
産
業
は
二
十
三
％
と
、

い
ず
れ
も
前
年
に
く
ら
べ
て
伸
び
を

示
し
ま
し
た
。

　
と
く
に
第
二
次
産
業
に
つ
い
て

は
、
鉱
業
、
建
設
業
は
大
幅
な
伸
び

を
示
し
た
ほ
か
、
中
心
産
業
で
あ
る

製
造
業
に
お
い
て
も
四
十
六
年
八
月

ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
不
況
を
間
接

的
に
は
受
け
た
も
の
の
対
前
年
比
十

二
％
の
上
昇
率
は
、
全
体
産
業
の
伸

び
を
引
っ
張
っ
た
大
き
な
原
因
と
も

い
え
ま
す
。

　
一
方
、
第
三
次
産
業
に
つ
い
て

は
、
な
か
で
も
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を

占
め
る
卸
小
売
業
、
サ
：
ビ
ス
業
は

二
十
％
以
上
の
伸
び
を
示
し
た
こ
と

に
よ
り
全
体
産
業
の
伸
張
率
を
手
伝

っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

楽
し
い
シ
9
ッ
ビ
ン
ケ
の

ひ
と
と
き

（5）

熱

毒
ぎ
～
　
妻

　
岬

禰・

、

＿－

ノ

　
市
民
所
得
と
は

　
一
定
期
間
（
通
常
一
年
）
に
お

け
る
市
内
各
産
業
の
最
終
生
産
物

の
価
値
評
価
額
で
あ
っ
て
、
個
人

法
人
が
名
目
上
所
得
し
た
も
の
。

　
分
配
所
得
と
個
人
所
得

　
分
配
所
得
と
は
、
市
内
の
居
住

者
が
労
働
を
挺
供
し
て
得
ら
れ
た

所
得
等
と
、
法
人
税
や
法
人
が
従

業
者
等
の
た
め
積
立
て
て
い
る
お

金
（
法
人
留
保
）
を
総
合
し
た
も

の
で
名
目
上
の
所
得
と
も
い
え
ま

す
。
個
人
所
得
は
、
分
配
所
得
か

ら
法
人
税
、
法
人
留
保
を
除
き
逆

に
出
稼
者
所
得
等
を
含
む
も
の

で
、
実
質
上
の
所
得
と
も
い
え
る

　
名
目
と
実
質
成
長
率

　
名
目
成
長
率
と
は
、
総
生
産
、

総
所
得
等
の
合
計
さ
れ
た
数
値
を

前
年
と
比
較
し
た
伸
び
率
。
実
質

成
長
率
は
、
名
目
指
数
を
消
費
者

物
価
指
数
で
割
っ
た
も
の
で
す
。

　
第
一
、
二
、
三
次
産
業

　
第
一
次
産
業
“
農
業
、
林
業
、

水
産
業
。
第
二
次
産
業
“
鉱
業
、

建
設
業
、
製
造
業
．
第
三
次
産
業

n
卸
小
売
業
、
金
融
・
保
険
、
不

動
産
業
、
運
輸
・
通
信
業
、
電
気

・
ガ
ス
・
水
道
業
、
　
サ
ー
ピ
ス

業
、
公
務
。

　
市
民
雇
用
者
所
得

　
雇
用
者
所
得
“
給
与
額
＋
副
業

収
入
＋
社
会
保
険
料
雇
主
負
担
。

　
純
生
産

　
純
生
産
額
u
生
産
額
－
原
材
料

使
用
額
－
減
価
償
却
費
－
内
国
消

費
税
1
そ
の
他
の
物
的
経
費
。

　
消
費
者
物
価
指
数

　
品
物
、
家
賃
の
値
段
を
一
年
前

と
比
較
し
指
数
で
表
わ
し
た
も
の

（
単
位
千
円
》

撫

離
覇

伸
び
悩
み
の
農
業
所
得
・
伸
び
る

農
外
所
得
と
家
計
費

　
昭
和
四
十
四
年
の
米
価
据
置
き

や
、
四
十
五
年
の
米
の
生
産
調
整
を

　しかし、昭和60年になっても人口、就業者

とも多少増加する程度で、大きな期待はでき　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市
ません．なぜならば、昭和35年から45年まで　i民

の人・は・横ばい嫉　　　磯
　これは、自然人口の増加（出生の増）と社　i咲

会的人・（転出者の増）が横ばいであるカ・らiし

です・　　　　　　　　漆
　さて、1人当たり分配所得では、昭和46年　iに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i多
で県平均に追いつき・追い抜きました・　　　i様

しかし、国平均とくらべると、国が63万円i化

で当市が50万円、その差は13万円と大きなひ　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　ぞ
らきとなっています。　　　　　　　　　　　i

　昭和50年・国平均に追いっくには・市民総　i

所得で537億円に達しなければなりません。　1

　当市は、昭和50年には455億円が推計され　i

るので、昭和50年の国平均にはとてもおよび　i

ません。　　　　　　　　　　　　　i

しかし、1人当たり所得の伸び率が、当市は　i

年率16．2％、国平均を年率14・2％と固定し　i

た時、昭和60年の国民所得は1人当り412万円　i

当市でも4日万円と推計され、国平均に近づ　i

　きます。　　　　　　　　　　　　　　　i

　一方、家計費の伸びは、所得の伸びよりや　i

や高く、社会的変動に伴い食料費を越えた雑　i

費のウェートが大きく変化し、このため家計　i

灘難奮離il
実
施
し
て
か
ら
、
農
業
の
純
生
産
は

下
降
を
続
け
ま
し
た
。
従
っ
て
所
得

は
依
然
と
し
て
農
業
所
得
よ
り
農
外

所
得
に
依
存
し
、
農
業
所
得
の
伸
び

悩
み
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
一
戸
当
た
り
平
均
農
業
所
得
を
み

ま
す
と
、
昭
和
四
十
六
年
は
三
十
五

万
五
干
円
と
、
四
十
年
に
く
ら
べ
一

・
二
倍
の
低
い
伸
び
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
　
農
業
依
存
度
は
二
＋
四
％

　
反
面
農
外
所
得
は
、
四
十
六
年
で

百
十
一
万
一
千
円
と
な
り
、
四
十
年

に
く
ら
べ
四
・
三
倍
に
も
な
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
農
業
依
存
度
は
、
国

平
均
の
三
十
一
疹
、
県
平
均
の
三
十

三
％
よ
り
低
い
二
十
四
％
と
な
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
％

46年 市 県 国

農業所得 355 464 466

農外所得 川1 933 1047

農家所得 ・1466 1397 1513

農業依存度 24．2％ 33．2％ 30．8％

家計費 1394 1318 1353

家計充足率 25．5％ 35．2％ 34．4％

し
た
。

　
一
方
、
昭
和
四
十
六
年
の
家
計
費

は
百
三
十
九
万
四
千
円
と
、
四
十
年

に
く
ら
べ
二
・
二
倍
と
な
り
ま
し

た
。
農
業
所
得
に
占
め
る
家
計
費

は
、
国
平
均
の
三
十
四
多
、
県
平
均

の
三
十
五
％
よ
り
低
い
二
十
六
％
と

な
り
ま
し
た
。

非
農
家
の
家
計
費

　
非
農
家
（
単
身
者
を
含
む
）
の
家

計
費
も
高
度
経
済
成
長
に
つ
れ
て
伸

び
、
四
十
六
年
で
一
人
当
た
り
家
計

費
は
四
十
七
万
円
と
な
り
、
四
十
年

に
く
ら
べ
二
・
八
倍
と
な
り
ま
し

な
。

　
な
か
で
も
雑
費
お
も
に
教
養
、
レ

ジ
ャ
ー
に
関
す
る
支
出
は
、
四
・
四

倍
に
も
ふ
く
れ
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

140

120

100

80

60

40農
　外
20

万　農
円　業

　年　　40　　41　42　　43　44　　45　　46　　46　　46

　腹　　　　　　　　　　　1県1⊂国》

　　農家所得のうち、農業に対する依存度は
　　昭和43年を除き低下の一途をつづけている．



（7）團麟騒纒纒麟圏とrヨ彦ゴ『詐3

一
般
会

当初予算　　　　　31億7755万円
這＿－』

6月末予算　　　　　32億9324万円

収入済額嚢，、7億9366万円
岐入率12碗

執行率20％

編
計『支出灘6億4934万円

市
税
の
内
訳

固定資産税
　2億8993万円

電気ガス税
　　　4馴9万円

市　民　　税
　3憶9293万円

そ　　の　　他

　　　4171万円

たばこ消費税
　　　7483万円

上半期歳入

　　　　　　　市債
　　　国県支出金6億5810珊その他

　　6憶1651硝　 20％4億24。4
　　　　19％　　　　　　　万rL
　　　　　　　　　　l3％
市　税

　　　　　　．蒲　　　　　　地力交付税
8イ音4459万円
　　　　　　歳入　　7億5000万円
　　25％　　　　　32億9324万円　　　　23％

力
脇
、
礁
襲

毒
　
　
　
　
　
　
（
4
7
・
4
8
年

　
　
　
　
　
ロ
　
コ

　
　
　
　
　
　
試
鷺
謹

　
　
　
　
　
　
　
講
購

庭泓 ノ

上半期歳出 総額32億9324万円

☆一予算額

◎一割　　合

　教　育　費

掘青
舗緬継

　総　務　費

，憂、
　げ一　心
甦叢継

民　竺

　　β

εぞ

8億5469万円③26％
　　　一丁‘rr　　　　　3億294万円　②9％

☆5億3828万

土　木　費

　　　な

衛　生　費
　　　・，ラ

農林水産業費

　　　　t／

　商　二E
☆1億3499万

∫トヘ《〆

　　　o　　　　）ノ
∫二、 恥 愚、 翻　　饗、聡『

☆6億7115万円㊥21％

細世

2億2632万円⑤7％

孝三薯
　　＿　夕‘一

1億8337万円⑰6％ ◎4％誕

　公　債　費

　　〃”’

総
☆1億6692万円◎5％

　消　防　費

無
1
億2996万円．㊥4％

　そ　の　他
　r》♂、，，、

だ7勲
　　　　⑲3％
☆8462万円

口
歳
入

　　　　費

、謹無

頒
融
薦
翻
　
　
　
り

上
原
児
童
遊
園
で

遊
か
チ
ヒ
ッ
子
た
ら

費

国
民
健
康
保
険

難

霜

蹴　　
　
　
　
　
　
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
纏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
驚
灘

簡
易
水
道

直
営
診
療
所

　
　
　
　
　
　
危
険
箇
所
に
交
通
安
全

　
　
　
　
　
　
標
識
を
た
て
ま
し
た
。

乙
7
万
円

皿9
1
9
万
円
　
　
『

3
5
万
円
　
9
2
円

　
　
　
差
引
呼
万

2
3
万
円
　
　
ム
　
　
　
ダ

圏　
　
万
円
　
　
　
　
　
　
　
円

　
　
　
4
9
6
5
万
円
差
引
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

灘
4
6
4
8
覇
6
6
9
万
円

奪
嚢
慈
一
四
一
灘
櫨
趣
購
醗
麟

遙 塁

　　　　　　翌年度繰越額
ど．ノ、し、』　し、σプ易＜1建1ム笠⊥事2450ノヌFl

上辱』1、早酵培醇1藁1童也量量占貨工事

　　　　200ゐ円
　　　　　　　　民生費

　　　　　　　　4億967万円

　　　　　　　　　　　17％

目ピ補助1067ゐ円

農材ノド産開盆事華補監i力816ゐ円

　，b単士地改良事業769万円

　材業構浩改善事業1633万円

　　剣 t御早盤整備7007∫円

　　イ
　　　4万　　　　　3％　　（一般
商　工　費
臆14日万円5％　総支

　農林水産費5％　24億31
1億2964万円

～畜t易整t也丁事249万円

旧群ll漕嚇多転悌230万円

総　　務　　費

3億3396万円
　　　　　　　　　土
　　　　14％

交通安全施設費710万円

鍛
き劉

調麟撒猿塗灘の魏難峯織

＝：；撃’！

土地

遭
　585，918㎡

建物創

　102，479㎡

車両
轟
　
　37台

　、し．　　　職　　爆
1
、l　l　l2撚禦貿　　’・製

土木費　　教育費　　民生費　　　総務費
　9，718円　　　9，660円　　8，200円　　　6，685円

証券その他

圃
　138万円

山林
楡
1
4
，135，827㎡

基金回

1億5493万円

叢

　　　市民1人あたりのおもな歳出（人口

と7おコ6夢3薩盤纒（6）

挽塗の焚のみろ

昭和47年度決算
はいったお金　総額26億0060万円

難1鎌
繕鯉o摯礎震

っています。

、
イ

7f意8582一万Fl

30％

ヨ
ゴ
ト
い
　
イ
ら
ノ
ェ

　
ィ
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
ろ
　

国
庫
古
出
主
　
　
忽

磐
潟

2
俸
1
9
2
0
刀
月

L
占
　
　
ー
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

2
億
7
2
8
4
万
η

菊
人
、
あ
他
『
吻

　
　
　
　
　
　
円

　
　
　
　
　
　
ゐ

　
　
　
　
　
　
　

男
ノ
・
付
税
鵬
％

　
　
　
　
　
　
億
2

　
　
　
　
　
　
7

1億6946万円（うち繰越事業951万円）
　　　　　　串小新築1［事1億4273万円　　　　　　　投資的事業の
　　　　　　　負田小改築丁事2812万円　　　　　　主なものをあげ
　　　　　　　　　、1、営グラウンド外野フェンス　　ました。

　教育費　　　等備施設工事514万円
　　　　　　　　　　　申 「「組、、馬土易・」￥グラウンド

　4イ意8259万円　　　　　　　　　新設事業IO82ガ円

　　　　20％　　　軒組ノjげ 噺設363／1円

　　　　　　　焼却場増設用地買収費1222万円

衛生費　へき地診療用雪陣購入ワ07四
1億5337万円　　簡・緋馬、槻庫485川rl
　　6％　　　　　　　　　　　れ市四
　　　　　　　　　　　　　　　ま道十
　　　　　　　消防器貝置場新築1事　し約八
　　　　　　　ほ加331万円　　　　た十年
　　　　　　　　　　　　　　　　〇五三
　　　　　　　　　　　　　　　　km月
　　　　　　　　　　　　　　　　舗ま
　　　　　　　　　　　　　　　　装で
　　　　　　　　　　　　　　　　　さに

土木墳
2億3450万円電、

　　　　　　らユ

麟鱒婦債1
霞　’r　6，，　0
α・　債　　帽g　q
4Ψ　3　4　　　》
5　　4　6　　4
！、　6ノヌ　力

円　2　・　円　　万　肖
　　円

　　　市税の

幡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
告
示
第
十
七
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関

　
r
L
＼
　
　
　
す
る
条
例
L
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
昭
和

財
政
事
情
の
公
表
　
　
凹
針
剛
鋒
柾
銅
ひ
胡
勧
砺
鯛
暗
獣
嗣
㌍
針
麹
は

　
、
　
　
1
／
　
　
　
ま
す

　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
四
十
八
年
八
月
』
臼

般
会
計
、
特
蹄
会
計
の
　
　
　
　
　
＋
日
鷺
長
春
口
由
三

十
七
年
度
決
算
と
四
十
八
年

あ
予
算
執
行
状
況
を
図
表
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
、

　
「
」
　
　
　
も
彗
。
誌
野
　
　
　
　
欝
名
q
1
⊥
－
貝

　　　　研

　　　　曝

度四一

会計）

出額

14万円 　消　防　費
　　　1億88万円
　　　　　　40
公　債　費
　1億4841万
　　　　6％

　木　　費

4億8547万円
　　　20％　　　　　　　　　橋梁改良工事i214万円

　　　　　　　　　　本町下水路改良■事352万円

　　　　　　　　　融消雪施設々置補助1308万円
　　　　　　　　市道改良舗装事業1億9205万円
　　　　　　　街路改良舗装（本町西線ほか）6764万円l

l348．3．31現在で計算）

鐵
㎜

麟
響

叢
瀦

叢織
　灘
繍　　鰹
　　　輪
　　・　き障鰍，

市
民
税

億
七
千
百
二
十
二
万
円

状況

億
五
牙
七
百
五
十
八
力
円

　
　
　
　
　
固
定
資
産
税

　t、
　／

　四
　白
　垂
　をげ

　畠

．
香
・
．
誰
医

甲
9
隆
」

鱒
　
　
　
　
　
㎞

満
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
精

灘町謬
　
　
　
　
認

会計名 歳　入 歳　　出 差　引

国民健康保険 4億8879万円 4億5935万円 2944万円

直営診療所 2693万円 3980万円 △1287万円

簡易水道 2881万円 2479万円 402万円

と　畜　場 97万円 97万円 0
計 5億4550万円 5億2491万円 2059万円

、
Q
o
博



（7）團麟騒纒纒麟圏とrヨ彦ゴ『詐3

一
般
会

当初予算　　　　　31億7755万円
這＿－』

6月末予算　　　　　32億9324万円

収入済額嚢，、7億9366万円
岐入率12碗

執行率20％

編
計『支出灘6億4934万円

市
税
の
内
訳

固定資産税
　2億8993万円

電気ガス税
　　　4馴9万円

市　民　　税
　3憶9293万円

そ　　の　　他

　　　4171万円

たばこ消費税
　　　7483万円

上半期歳入

　　　　　　　市債
　　　国県支出金6億5810珊その他

　　6憶1651硝　 20％4億24。4
　　　　19％　　　　　　　万rL
　　　　　　　　　　l3％
市　税

　　　　　　．蒲　　　　　　地力交付税
8イ音4459万円
　　　　　　歳入　　7億5000万円
　　25％　　　　　32億9324万円　　　　23％

力
脇
、
礁
襲

毒
　
　
　
　
　
　
（
4
7
・
4
8
年

　
　
　
　
　
ロ
　
コ

　
　
　
　
　
　
試
鷺
謹

　
　
　
　
　
　
　
講
購

庭泓 ノ

上半期歳出 総額32億9324万円

☆一予算額

◎一割　　合

　教　育　費

掘青
舗緬継

　総　務　費

，憂、
　げ一　心
甦叢継

民　竺

　　β

εぞ

8億5469万円③26％
　　　一丁‘rr　　　　　3億294万円　②9％

☆5億3828万

土　木　費

　　　な

衛　生　費
　　　・，ラ

農林水産業費

　　　　t／

　商　二E
☆1億3499万

∫トヘ《〆

　　　o　　　　）ノ
∫二、 恥 愚、 翻　　饗、聡『

☆6億7115万円㊥21％

細世

2億2632万円⑤7％

孝三薯
　　＿　夕‘一

1億8337万円⑰6％ ◎4％誕

　公　債　費

　　〃”’

総
☆1億6692万円◎5％

　消　防　費

無
1
億2996万円．㊥4％

　そ　の　他
　r》♂、，，、

だ7勲
　　　　⑲3％
☆8462万円

口
歳
入

　　　　費

、謹無

頒
融
薦
翻
　
　
　
り

上
原
児
童
遊
園
で

遊
か
チ
ヒ
ッ
子
た
ら

費

国
民
健
康
保
険

難

霜

蹴　　
　
　
　
　
　
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
纏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
驚
灘

簡
易
水
道

直
営
診
療
所

　
　
　
　
　
　
危
険
箇
所
に
交
通
安
全

　
　
　
　
　
　
標
識
を
た
て
ま
し
た
。

乙
7
万
円

皿9
1
9
万
円
　
　
『

3
5
万
円
　
9
2
円

　
　
　
差
引
呼
万

2
3
万
円
　
　
ム
　
　
　
ダ

圏　
　
万
円
　
　
　
　
　
　
　
円

　
　
　
4
9
6
5
万
円
差
引
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

灘
4
6
4
8
覇
6
6
9
万
円

奪
嚢
慈
一
四
一
灘
櫨
趣
購
醗
麟

遙 塁

　　　　　　翌年度繰越額
ど．ノ、し、』　し、σプ易＜1建1ム笠⊥事2450ノヌFl

上辱』1、早酵培醇1藁1童也量量占貨工事

　　　　200ゐ円
　　　　　　　　民生費

　　　　　　　　4億967万円

　　　　　　　　　　　17％

目ピ補助1067ゐ円

農材ノド産開盆事華補監i力816ゐ円

　，b単士地改良事業769万円

　材業構浩改善事業1633万円

　　剣 t御早盤整備7007∫円

　　イ
　　　4万　　　　　3％　　（一般
商　工　費
臆14日万円5％　総支

　農林水産費5％　24億31
1億2964万円

～畜t易整t也丁事249万円

旧群ll漕嚇多転悌230万円

総　　務　　費

3億3396万円
　　　　　　　　　土
　　　　14％

交通安全施設費710万円

鍛
き劉

調麟撒猿塗灘の魏難峯織

＝：；撃’！

土地

遭
　585，918㎡

建物創

　102，479㎡

車両
轟
　
　37台

　、し．　　　職　　爆
1
、l　l　l2撚禦貿　　’・製

土木費　　教育費　　民生費　　　総務費
　9，718円　　　9，660円　　8，200円　　　6，685円

証券その他

圃
　138万円

山林
楡
1
4
，135，827㎡

基金回

1億5493万円

叢

　　　市民1人あたりのおもな歳出（人口

と7おコ6夢3薩盤纒（6）

挽塗の焚のみろ

昭和47年度決算
はいったお金　総額26億0060万円

難1鎌
繕鯉o摯礎震

っています。

、
イ

7f意8582一万Fl

30％

ヨ
ゴ
ト
い
　
イ
ら
ノ
ェ

　
ィ
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
ろ
　

国
庫
古
出
主
　
　
忽

磐
潟

2
俸
1
9
2
0
刀
月

L
占
　
　
ー
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

2
億
7
2
8
4
万
η

菊
人
、
あ
他
『
吻

　
　
　
　
　
　
円

　
　
　
　
　
　
ゐ

　
　
　
　
　
　
　

男
ノ
・
付
税
鵬
％

　
　
　
　
　
　
億
2

　
　
　
　
　
　
7

1億6946万円（うち繰越事業951万円）
　　　　　　串小新築1［事1億4273万円　　　　　　　投資的事業の
　　　　　　　負田小改築丁事2812万円　　　　　　主なものをあげ
　　　　　　　　　、1、営グラウンド外野フェンス　　ました。

　教育費　　　等備施設工事514万円
　　　　　　　　　　　申 「「組、、馬土易・」￥グラウンド

　4イ意8259万円　　　　　　　　　新設事業IO82ガ円

　　　　20％　　　軒組ノjげ 噺設363／1円

　　　　　　　焼却場増設用地買収費1222万円

衛生費　へき地診療用雪陣購入ワ07四
1億5337万円　　簡・緋馬、槻庫485川rl
　　6％　　　　　　　　　　　れ市四
　　　　　　　　　　　　　　　ま道十
　　　　　　　消防器貝置場新築1事　し約八
　　　　　　　ほ加331万円　　　　た十年
　　　　　　　　　　　　　　　　〇五三
　　　　　　　　　　　　　　　　km月
　　　　　　　　　　　　　　　　舗ま
　　　　　　　　　　　　　　　　装で
　　　　　　　　　　　　　　　　　さに

土木墳
2億3450万円電、

　　　　　　らユ

麟鱒婦債1
霞　’r　6，，　0
α・　債　　帽g　q
4Ψ　3　4　　　》
5　　4　6　　4
！、　6ノヌ　力

円　2　・　円　　万　肖
　　円

　　　市税の

幡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
告
示
第
十
七
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関

　
r
L
＼
　
　
　
す
る
条
例
L
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
昭
和

財
政
事
情
の
公
表
　
　
凹
針
剛
鋒
柾
銅
ひ
胡
勧
砺
鯛
暗
獣
嗣
㌍
針
麹
は

　
、
　
　
1
／
　
　
　
ま
す

　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
四
十
八
年
八
月
』
臼

般
会
計
、
特
蹄
会
計
の
　
　
　
　
　
＋
日
鷺
長
春
口
由
三

十
七
年
度
決
算
と
四
十
八
年

あ
予
算
執
行
状
況
を
図
表
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
、

　
「
」
　
　
　
も
彗
。
誌
野
　
　
　
　
欝
名
q
1
⊥
－
貝

　　　　研

　　　　曝

度四一

会計）

出額

14万円 　消　防　費
　　　1億88万円
　　　　　　40
公　債　費
　1億4841万
　　　　6％

　木　　費

4億8547万円
　　　20％　　　　　　　　　橋梁改良工事i214万円

　　　　　　　　　　本町下水路改良■事352万円

　　　　　　　　　融消雪施設々置補助1308万円
　　　　　　　　市道改良舗装事業1億9205万円
　　　　　　　街路改良舗装（本町西線ほか）6764万円l

l348．3．31現在で計算）

鐵
㎜

麟
響

叢
瀦

叢織
　灘
繍　　鰹
　　　輪
　　・　き障鰍，

市
民
税

億
七
千
百
二
十
二
万
円

状況

億
五
牙
七
百
五
十
八
力
円

　
　
　
　
　
固
定
資
産
税

　t、
　／

　四
　白
　垂
　をげ

　畠

．
香
・
．
誰
医

甲
9
隆
」

鱒
　
　
　
　
　
㎞

満
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
精

灘町謬
　
　
　
　
認

会計名 歳　入 歳　　出 差　引

国民健康保険 4億8879万円 4億5935万円 2944万円

直営診療所 2693万円 3980万円 △1287万円

簡易水道 2881万円 2479万円 402万円

と　畜　場 97万円 97万円 0
計 5億4550万円 5億2491万円 2059万円

、
Q
o
博
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総
灘

科
教
室

・
彫
た
ち
⑳

鞭
溝
圖
町
嗣

簑

禰宵
噸

漁・

　
嚥
闘調繋

葉
』

　　　　三条

　　　　長岡

　　崎小千谷
　　　　　川口

　　　　　　　六日町

　　　　　十　　　　・
　　　　　昌

上越　　　　　　東京へ

　　　　・長野へ

輸
　　臼本海

　
　
w
、
　
、
蔑
ー
粟

解婦

粟
、

騨
齪
、
ヤ
．

　
小
学
校
三
年
社
会
科
副
読
本
「
わ
た
し
た
ち
の
十
日
町
市
」
が
、
こ
の
ほ

ど
市
教
育
委
員
会
、
同
教
育
振
興
会
に
よ
っ
て
編
集
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
資
料
を
も
と
に
十
日
町
市
の
位
置
、
市
の
人
た
ち
の
仕
事
、
く
ら
し
の
工

夫
、
住
み
よ
い
街
づ
く
り
な
ど
市
の
あ
ら
ま
し
を
記
し
て
み
ま
す
。

癒
置

　
十
日
町
市
は
、
新
潟
県
の
南
に
あ

り
、
市
の
東
側
は
堀
之
内
町
や
六
日

町
、
西
側
は
川
西
町
、
松
代
町
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
南
の
方
は
中
里
村
や
津
南
町
が
あ

り
、
そ
の
む
こ
う
が
長
野
県
で
す
。

　
北
の
方
は
小
千
谷
市
で
、
そ
の
む

こ
う
が
長
岡
市
で
す
。

　
地
形

　
十
日
町
市
の
地
形
は
、
ま
ん
中
が

平
ら
で
ま
わ
り
が
山
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
土
地
の
ま
ん
中
を
信
濃
川
が

な
ん
万
年
も
前
か
ら
流
れ
続
け
、
川

の
両
側
に
河
岸
段
丘
と
呼
ば
れ
る
階

段
の
よ
う
な
形
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
人
た
ち
は
、
こ
の
段
丘
の

上
の
平
地
に
部
落
や
村
を
つ
く
っ
て

暮
し
て
き
ま
し
た
。

　
い
ち
ば
ん
人
の
集
っ
た
所
が
中
心

に
な
り
、
現
在
そ
こ
に
は
工
場
、
商

店
、
役
所
な
ど
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通

　
鉄
道
は
、
長
野
と
越
後
川
口
を
結

ぶ
飯
山
線
が
通
っ
て
い
ま
す
。

　
道
路
は
、
国
道
二
七
号
線
、
国

道
二
五
二
号
線
、
国
道
二
五
三
号
線

が
通
っ
て
お
り
、
現
在
十
日
町
市
と

堀
ノ
内
町
問
、
十
口
町
市
と
上
越
市

間
の
道
を
よ
く
す
る
仕
事
が
進
め
ら

れ
イ
、
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
山
地
に
林
道
が
ひ
ら

縛感

か
れ
、
山
地
と
山
地
の
往
来
も
ら
く

に
な
り
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
は
冬
に
な
る
と
、
雪
の

た
め
交
通
が
不
便
に
な
り
、
む
か
し

か
ら
苫
し
ん
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
道
路
を
よ
く
し
た
り
、
除

雪
機
械
、
流
雪
溝
、
消
雪
パ
イ
プ
な

ど
の
活
躍
で
国
道
は
ほ
と
ん
ど
止
ま

る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

十
日
町
市
の
人
た
ち
の
仕
事

わ
た
し
た
ち
の
市
の
人
々
が
ど
ん

14，000 i4 000

12，000

10，000

8，000
8，000

6，000
6，000

4，000

2，000 1，000

人
数
　
　

種
　
　
　
　
類

会社・■場

の仕事

農家の　　店の
仕事　　　仕事

そ0）ほか

の仕事

な
仕
事
を
し
て
い
る
か
調
べ
て
み
る

と
、
つ
ぎ
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
十
日
町
市
は
お
よ
そ
千
四
百
も
の

工
場
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
織
物
を
つ
く
る
工
場
で
す
。

　
織
物
機
械
も
だ
ん
だ
ん
大
型
に
な

り
、
人
手
を
か
け
な
く
て
も
、
た
く

さ
ん
お
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
十
日
町
で
は
、
五
人
の
う
ち
一
人

が
織
物
工
場
で
働
い
て
い
ま
す
。

　
織
物
は
求
評
会
な
ど
で
選
ん
で
も

ら
っ
て
、
買
つ
ぎ
、
問
屋
を
通
し
て

大
き
な
都
市
へ
売
ら
れ
て
い
ま
す
．

くらし

2
ふ
う

　
　
病
気
を
防
ぐ

　
十
日
町
市
に
住
む
人
が
、
安
心
し

て
く
ら
す
た
め
に
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
か
、
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ど
ん
な
病
気
で
も
か
か
ら
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
特

に
伝
染
病
は
う
つ
る
か
ら
大
変
で

す
。
伝
染
病
に
か
か
っ
た
人
は
、
隔

離
病
院
へ
入
れ
、
家
の
人
た
ち
を
検

査
し
ま
す
。
市
役
所
か
ら
は
、
家
の

中
や
ま
わ
り
を
消
毒
し
ま
す
。

　
保
健
所
は
、
食
堂
や
魚
屋
な
ど
の

食
べ
も
の
を
売
る
店
を
検
査
し
た

り
、
市
の
保
健
婦
と
協
力
し
て
健
康

相
談
や
赤
ち
や
ん
の
育
て
か
た
の
指

導
も
し
ま
す
。

　
市
の
衛
生
課
で
は
、
保
健
所
と
連

絡
し
て
日
本
脳
炎
．
種
痘
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
予
防
接
種
を
し
た

り
、
か
、
は
え
、
ね
ず
み
を
退
治
し

た
り
、
街
の
消
毒
を
し
た
り
し
ま
す

三
灘
礒
曝
箋
働
曝
麓
灘
灘

　
　
明
治
時
代
に
は
、
今
の
新
潟
県
…

　
は
、
柏
崎
県
、
水
原
県
、
佐
渡
県

　
に
わ
か
れ
て
い
て
、
十
日
町
は
柏

　
崎
県
に
入
っ
て
い
ま
し
た
．
　
　
　
皿

　
　
明
治
十
七
年
に
は
、
わ
た
し
た

　
ち
の
市
は
十
日
町
村
と
い
く
つ
か
［

　
の
村
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
そ
し
て
明
治
三
十
年
に
は
、
十

　
日
町
村
が
十
日
町
に
な
り
、
七
つ
．

　
の
町
や
村
に
分
か
れ
て
い
ま
し

　
た
。

　
　
昭
和
二
十
九
年
に
十
日
町
と
川
一

　
治
、
六
箇
、
中
条
の
村
が
一
緒
に
一

　
な
っ
て
十
日
町
市
が
誕
生
し
、
つ
　
㎜

　
い
で
吉
田
村
、
三
十
年
に
は
下
条
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
村
、
三
十
七
年
に
は
水
沢
村
が
加
一

　
わ
っ
て
今
の
姿
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
昭
和
二
年
に
鉄
道
が
越
後
川
口

　
～
十
日
町
、
昭
和
四
年
に
豊
野
～

　
越
後
川
口
が
開
通
し
ま
し
た
．

　
　
そ
れ
ま
で
は
、
馬
車
や
信
濃
川

　
の
船
で
荷
物
を
運
ん
で
い
ま
し
た

　
　
現
在
で
は
、
直
江
津
～
十
日
町

　
～
六
日
町
を
結
ぶ
鉄
道
、
北
越
北

　
線
も
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

　
す
。

　
　
ま
た
、
東
京
と
新
潟
を
結
ぶ
上

　
越
新
幹
線
が
完
成
す
る
昭
和
五
十

　
一
年
頃
に
は
、
十
日
町
市
と
東
京

　
は
一
時
間
半
く
ら
い
で
結
ば
れ
る

　
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
今
後
わ
た
し
た
ち
の
十
日
町
市

　
は
ど
う
な
っ
て
行
く
で
し
ょ
う
か

∩
…
楽
し
み
で
す
じ
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ま
ち
　
を
き
れ
い
に

　
ご
み
を
そ
の
ま
ま
川
に
す
て
た
の

で
は
、
溌
れ
が
と
ま
っ
た
り
、
い
や

な
に
お
い
が
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

伝
染
病
が
は
や
っ
た
り
し
て
、
公
害

の
も
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
ご
み
集
め
を
毎
日
し
て

街
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　
六
台
あ
る
ご
み
収
集
車
が
走
り
ま

わ
っ
て
あ
つ
め
る
ご
み
は
、
一
日
に

二
十
ト
ン
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。

題
慶
聾
薪

懇
，
．
建
嚢

難
．
犠
轟

　
…
窯
　
ー
　
　
　
／
女

走りまくる救急車
　救急車の出動はふえる一方、一日
2回以上の出動もめづらしくなくな
りました。救急分隊は連絡を合図に
今日も街にとびだしていきました

　
ご
み
は
下
島
の
衛
生
セ
ン
タ
ー
の

ご
み
焼
却
場
で
焼
い
た
り
、
燃
え
な

い
ご
み
は
、
川
西
町
と
共
同
で
川
西

町
霧
谷
へ
す
て
て
い
ま
す
。

　
ご
み
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す

の
で
、
さ
ら
に
今
年
か
ら
二
年
が
か

り
で
六
十
ト
ン
の
ご
み
を
焼
く
こ
と

が
で
き
る
施
設
を
つ
く
る
計
画
で
す

　
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
は
、
焼
却
場
の

ほ
か
、
し
尿
処
理
場
、
火
葬
場
も
あ

っ
て
、
み
ん
な
の
た
め
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

　
　
水
道
を
ひ
く

　
水
道
が
引
か
れ
る
前
は
井
戸
水
や

清
水
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
消
毒

し
な
い
と
伝
染
病
な
ど
の
発
生
原
因

に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
も
工
場
な
ど
が
ど
ん
ど
ん
建

つ
よ
う
に
な
る
と
、
水
が
足
ら
な
く

な
り
、
地
域
の
人
た
ち
は
水
道
が
欲

し
い
と
市
役
所
に
相
談
し
ま
し
た
。

　
市
役
所
は
、
昭
和
三
十
二
年
に
水

道
を
引
き
ま
し
た
。

　
水
道
水
は
、
信
濃
川
の
水
を
下
島

な
ど
か
ら
取
り
入
れ
、
城
ヵ
丘
な
ど

出
動
態
勢
で
待
機

素毒

㎜
霧
、

…灘
糧
、

の
配
水
池
か
ら
家
庭
に
送
り
ま
す
。

　
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
家
が
、
水
道

か
部
落
に
あ
る
簡
易
水
道
の
水
を
使

災害を防ぐ
火事や交通事故を防ぐ

っ
て
お
り
水
道
の
お
か
げ
で
伝
染
病

も
少
な
く
な
り
、
日
照
り
が
続
い
て

も
水
の
心
配
を
し
な
く
て
す
み
ま
す

）
　
　
　
　
　
4
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
ほ
か

年47～年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

43和
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

紹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

因原
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1

事火

6
　
　
　
乾
　
燥
　
機

　
　
火
あ
そ
び
．

　
　
と
　
り
　
灰

　
　
こ
た
？
あ
ん
か

　
　
炉
・
か
ま
ど

　
　
え
ん
と
つ

　
　
L
P
ガ
ス

　
　
た
　
き
　
び

　
　
た
　
ば
　
こ

　
　
石
油
類
寵
具

5252

850
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
　
　
　
原
因

6
　
　
　
5
　
　
　
4
　
　
　
3
　
　
　
2
　
　
　
曜
　
　
　
件

　
明
治
三
十
三
年
に
大
火
事
（
焼
け

た
家
へ
百
二
十
三
戸
、
焼
け
出
さ
れ

た
人
三
千
八
百
八
十
二
人
）
が
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
昭
和
四
十
三
年
か
ら
四
十

七
年
ま
で
の
五
年
間
に
百
九
十
五
回

も
火
事
が
起
き
て
い
ま
す
。
計
算
す

る
と
月
三
・
二
回
起
き
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
．

　
火
事
は
、
ち
ょ
っ
た
し
た
不
注
意

か
ら
家
や
道
具
を
灰
に
し
ま
す
。

　
人
命
に
も
か
か
わ
る
恐
し
い
災
害

で
す
、

　
市
に
は
火
事
を
防
い
だ
り
、
消
し

た
り
し
て
み
ん
な
の
安
全
を
守
る
た

め
消
防
署
が
あ
り
ま
す
。

　
消
防
署
で
は
、
四
十
人
の
人
た
ち

が
昼
も
夜
も
交
替
で
休
み
な
く
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
十
九
の

消
防
団
が
あ
り
、
千
四
百
人
以
上
の

人
た
ち
が
火
事
が
起
き
る
と
消
防
署

の
人
と
力
を
合
わ
せ
て
火
事
を
消
し

ま
す
。

　
今
年
の
四
月
か
ら
市
だ
け
で
な
く

中
魚
沼
郡
と
一
緒
に
な
っ
て
広
い
地

域
を
火
事
か
ら
守
る
組
織
に
な
り
ま

救
急
出
動
！
車
中
で
本
部
と
連
絡

事
故
現
場
で
応
急
処
置
　
　
負
傷
者
を
い
た
わ
り
な
が
ら
病
院
へ

人
家
の
火
災
（
47
・
4
上
川
町

し
た
，

　
そ
の
ほ
か
、
消
防
署
は
救
急
車
を

出
し
て
急
病
人
や
け
が
人
を
病
院
ま

で
運
ぶ
仕
事
も
し
て
い
ま
す
。

　
救
急
車
は
、
昭
和
四
十
七
年
一
月

か
ら
四
十
七
年
十
二
月
の
一
年
間
に

五
百
二
十
八
回
出
動
し
、
五
百
八
人

を
輸
送
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
交
通

事
故
に
よ
る
も
の
が
二
百
二
件
と
ト

ッ
プ
を
占
め
ま
し
た
。

　
恐
し
い
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

市
で
は
交
通
の
激
し
い
道
に
歩
道
を

作
っ
た
り
、
道
を
広
げ
た
り
し
て
い

ま
す
。
霞
た
、
警
察
署
で
は
交
通
事

故
の
多
い
所
に
つ
い
て
は
原
因
を
調

べ
信
号
機
や
交
通
標
識
を
取
り
付
け

た
り
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
交
通
安
全
対
策
会
議
は
、
交

通
事
故
防
止
計
画
を
た
て
た
り
、
多

数
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し
て

交
通
脂
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
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起
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事

　
　
5
0
　
4
0
　
3
0
　
2
0
　
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛

、
伊
籍
q

　
十
日
町
市
は
、
　
「
雪
と
き
も
の

の
街
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
深
い
雪
に
閉
じ
こ
め
ら
れ

た
暮
ら
し
の
中
か
ら
織
物
が
生
ま

れ
た
の
で
す
。

　
ず
っ
と
昔
、
山
野
に
は
え
て
い

る
「
か
ら
む
し
」
を
つ
む
い
で
麻

布
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
な
っ
て
「
越
後

縮
」
の
主
な
産
地
に
な
り
ま
し
た

　
今
か
ら
百
五
十
年
ほ
ど
前
、
絹

織
物
を
織
り
は
じ
め
、
明
治
時
代

に
は
「
明
石
縮
」
が
つ
く
ら
れ
、

織
物
産
地
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
三
十
四
年
頃
か
ら
「
マ
ジ

ョ
リ
カ
お
め
し
」
が
人
気
を
呼

び
、
つ
づ
い
て
「
黒
は
お
り
」
が

た
く
さ
ん
売
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
・
　
　
　
　
　
　
　
一

最
近
は
、
　
「
中
振
袖
」
　
「
訪
問
皿

着
」
な
ど
の
染
加
工
を
し
た
商
皿

品
、
し
ぶ
い
お
し
ゃ
れ
着
と
し
て
㎜

　
「
紬
」
「
緋
」
な
ど
の
き
も
の
の
一

馨
鑑
と
し
て
、
年
間
四
百
億
一

円
以
上
の
生
産
を
あ
げ
て
い
ま
す
　

　
こ
れ
か
ら
も
研
究
を
重
ね
、
よ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

趨
鴛
．
隣
じ
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総
灘

科
教
室

・
彫
た
ち
⑳

鞭
溝
圖
町
嗣

簑

禰宵
噸

漁・

　
嚥
闘調繋

葉
』

　　　　三条

　　　　長岡

　　崎小千谷
　　　　　川口

　　　　　　　六日町

　　　　　十　　　　・
　　　　　昌

上越　　　　　　東京へ

　　　　・長野へ

輸
　　臼本海

　
　
w
、
　
、
蔑
ー
粟

解婦

粟
、

騨
齪
、
ヤ
．

　
小
学
校
三
年
社
会
科
副
読
本
「
わ
た
し
た
ち
の
十
日
町
市
」
が
、
こ
の
ほ

ど
市
教
育
委
員
会
、
同
教
育
振
興
会
に
よ
っ
て
編
集
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
資
料
を
も
と
に
十
日
町
市
の
位
置
、
市
の
人
た
ち
の
仕
事
、
く
ら
し
の
工

夫
、
住
み
よ
い
街
づ
く
り
な
ど
市
の
あ
ら
ま
し
を
記
し
て
み
ま
す
。

癒
置

　
十
日
町
市
は
、
新
潟
県
の
南
に
あ

り
、
市
の
東
側
は
堀
之
内
町
や
六
日

町
、
西
側
は
川
西
町
、
松
代
町
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
南
の
方
は
中
里
村
や
津
南
町
が
あ

り
、
そ
の
む
こ
う
が
長
野
県
で
す
。

　
北
の
方
は
小
千
谷
市
で
、
そ
の
む

こ
う
が
長
岡
市
で
す
。

　
地
形

　
十
日
町
市
の
地
形
は
、
ま
ん
中
が

平
ら
で
ま
わ
り
が
山
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
土
地
の
ま
ん
中
を
信
濃
川
が

な
ん
万
年
も
前
か
ら
流
れ
続
け
、
川

の
両
側
に
河
岸
段
丘
と
呼
ば
れ
る
階

段
の
よ
う
な
形
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
人
た
ち
は
、
こ
の
段
丘
の

上
の
平
地
に
部
落
や
村
を
つ
く
っ
て

暮
し
て
き
ま
し
た
。

　
い
ち
ば
ん
人
の
集
っ
た
所
が
中
心

に
な
り
、
現
在
そ
こ
に
は
工
場
、
商

店
、
役
所
な
ど
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通

　
鉄
道
は
、
長
野
と
越
後
川
口
を
結

ぶ
飯
山
線
が
通
っ
て
い
ま
す
。

　
道
路
は
、
国
道
二
七
号
線
、
国

道
二
五
二
号
線
、
国
道
二
五
三
号
線

が
通
っ
て
お
り
、
現
在
十
日
町
市
と

堀
ノ
内
町
問
、
十
口
町
市
と
上
越
市

間
の
道
を
よ
く
す
る
仕
事
が
進
め
ら

れ
イ
、
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
山
地
に
林
道
が
ひ
ら

縛感

か
れ
、
山
地
と
山
地
の
往
来
も
ら
く

に
な
り
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
は
冬
に
な
る
と
、
雪
の

た
め
交
通
が
不
便
に
な
り
、
む
か
し

か
ら
苫
し
ん
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
道
路
を
よ
く
し
た
り
、
除

雪
機
械
、
流
雪
溝
、
消
雪
パ
イ
プ
な

ど
の
活
躍
で
国
道
は
ほ
と
ん
ど
止
ま

る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

十
日
町
市
の
人
た
ち
の
仕
事

わ
た
し
た
ち
の
市
の
人
々
が
ど
ん

14，000 i4 000
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10，000

8，000
8，000

6，000
6，000

4，000

2，000 1，000

人
数
　
　

種
　
　
　
　
類

会社・■場

の仕事

農家の　　店の
仕事　　　仕事

そ0）ほか

の仕事

な
仕
事
を
し
て
い
る
か
調
べ
て
み
る

と
、
つ
ぎ
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
十
日
町
市
は
お
よ
そ
千
四
百
も
の

工
場
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
織
物
を
つ
く
る
工
場
で
す
。

　
織
物
機
械
も
だ
ん
だ
ん
大
型
に
な

り
、
人
手
を
か
け
な
く
て
も
、
た
く

さ
ん
お
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
十
日
町
で
は
、
五
人
の
う
ち
一
人

が
織
物
工
場
で
働
い
て
い
ま
す
。

　
織
物
は
求
評
会
な
ど
で
選
ん
で
も

ら
っ
て
、
買
つ
ぎ
、
問
屋
を
通
し
て

大
き
な
都
市
へ
売
ら
れ
て
い
ま
す
．

くらし

2
ふ
う

　
　
病
気
を
防
ぐ

　
十
日
町
市
に
住
む
人
が
、
安
心
し

て
く
ら
す
た
め
に
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
か
、
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ど
ん
な
病
気
で
も
か
か
ら
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
特

に
伝
染
病
は
う
つ
る
か
ら
大
変
で

す
。
伝
染
病
に
か
か
っ
た
人
は
、
隔

離
病
院
へ
入
れ
、
家
の
人
た
ち
を
検

査
し
ま
す
。
市
役
所
か
ら
は
、
家
の

中
や
ま
わ
り
を
消
毒
し
ま
す
。

　
保
健
所
は
、
食
堂
や
魚
屋
な
ど
の

食
べ
も
の
を
売
る
店
を
検
査
し
た

り
、
市
の
保
健
婦
と
協
力
し
て
健
康

相
談
や
赤
ち
や
ん
の
育
て
か
た
の
指

導
も
し
ま
す
。

　
市
の
衛
生
課
で
は
、
保
健
所
と
連

絡
し
て
日
本
脳
炎
．
種
痘
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
予
防
接
種
を
し
た

り
、
か
、
は
え
、
ね
ず
み
を
退
治
し

た
り
、
街
の
消
毒
を
し
た
り
し
ま
す

三
灘
礒
曝
箋
働
曝
麓
灘
灘

　
　
明
治
時
代
に
は
、
今
の
新
潟
県
…

　
は
、
柏
崎
県
、
水
原
県
、
佐
渡
県

　
に
わ
か
れ
て
い
て
、
十
日
町
は
柏

　
崎
県
に
入
っ
て
い
ま
し
た
．
　
　
　
皿

　
　
明
治
十
七
年
に
は
、
わ
た
し
た

　
ち
の
市
は
十
日
町
村
と
い
く
つ
か
［

　
の
村
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
そ
し
て
明
治
三
十
年
に
は
、
十

　
日
町
村
が
十
日
町
に
な
り
、
七
つ
．

　
の
町
や
村
に
分
か
れ
て
い
ま
し

　
た
。

　
　
昭
和
二
十
九
年
に
十
日
町
と
川
一

　
治
、
六
箇
、
中
条
の
村
が
一
緒
に
一

　
な
っ
て
十
日
町
市
が
誕
生
し
、
つ
　
㎜

　
い
で
吉
田
村
、
三
十
年
に
は
下
条
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
村
、
三
十
七
年
に
は
水
沢
村
が
加
一

　
わ
っ
て
今
の
姿
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
昭
和
二
年
に
鉄
道
が
越
後
川
口

　
～
十
日
町
、
昭
和
四
年
に
豊
野
～

　
越
後
川
口
が
開
通
し
ま
し
た
．

　
　
そ
れ
ま
で
は
、
馬
車
や
信
濃
川

　
の
船
で
荷
物
を
運
ん
で
い
ま
し
た

　
　
現
在
で
は
、
直
江
津
～
十
日
町

　
～
六
日
町
を
結
ぶ
鉄
道
、
北
越
北

　
線
も
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

　
す
。

　
　
ま
た
、
東
京
と
新
潟
を
結
ぶ
上

　
越
新
幹
線
が
完
成
す
る
昭
和
五
十

　
一
年
頃
に
は
、
十
日
町
市
と
東
京

　
は
一
時
間
半
く
ら
い
で
結
ば
れ
る

　
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
今
後
わ
た
し
た
ち
の
十
日
町
市

　
は
ど
う
な
っ
て
行
く
で
し
ょ
う
か

∩
…
楽
し
み
で
す
じ
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ま
ち
　
を
き
れ
い
に

　
ご
み
を
そ
の
ま
ま
川
に
す
て
た
の

で
は
、
溌
れ
が
と
ま
っ
た
り
、
い
や

な
に
お
い
が
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

伝
染
病
が
は
や
っ
た
り
し
て
、
公
害

の
も
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
ご
み
集
め
を
毎
日
し
て

街
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　
六
台
あ
る
ご
み
収
集
車
が
走
り
ま

わ
っ
て
あ
つ
め
る
ご
み
は
、
一
日
に

二
十
ト
ン
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。

題
慶
聾
薪

懇
，
．
建
嚢

難
．
犠
轟

　
…
窯
　
ー
　
　
　
／
女

走りまくる救急車
　救急車の出動はふえる一方、一日
2回以上の出動もめづらしくなくな
りました。救急分隊は連絡を合図に
今日も街にとびだしていきました

　
ご
み
は
下
島
の
衛
生
セ
ン
タ
ー
の

ご
み
焼
却
場
で
焼
い
た
り
、
燃
え
な

い
ご
み
は
、
川
西
町
と
共
同
で
川
西

町
霧
谷
へ
す
て
て
い
ま
す
。

　
ご
み
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す

の
で
、
さ
ら
に
今
年
か
ら
二
年
が
か

り
で
六
十
ト
ン
の
ご
み
を
焼
く
こ
と

が
で
き
る
施
設
を
つ
く
る
計
画
で
す

　
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
は
、
焼
却
場
の

ほ
か
、
し
尿
処
理
場
、
火
葬
場
も
あ

っ
て
、
み
ん
な
の
た
め
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

　
　
水
道
を
ひ
く

　
水
道
が
引
か
れ
る
前
は
井
戸
水
や

清
水
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
消
毒

し
な
い
と
伝
染
病
な
ど
の
発
生
原
因

に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
も
工
場
な
ど
が
ど
ん
ど
ん
建

つ
よ
う
に
な
る
と
、
水
が
足
ら
な
く

な
り
、
地
域
の
人
た
ち
は
水
道
が
欲

し
い
と
市
役
所
に
相
談
し
ま
し
た
。

　
市
役
所
は
、
昭
和
三
十
二
年
に
水

道
を
引
き
ま
し
た
。

　
水
道
水
は
、
信
濃
川
の
水
を
下
島

な
ど
か
ら
取
り
入
れ
、
城
ヵ
丘
な
ど

出
動
態
勢
で
待
機

素毒

㎜
霧
、

…灘
糧
、

の
配
水
池
か
ら
家
庭
に
送
り
ま
す
。

　
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
家
が
、
水
道

か
部
落
に
あ
る
簡
易
水
道
の
水
を
使

災害を防ぐ
火事や交通事故を防ぐ

っ
て
お
り
水
道
の
お
か
げ
で
伝
染
病

も
少
な
く
な
り
、
日
照
り
が
続
い
て

も
水
の
心
配
を
し
な
く
て
す
み
ま
す
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事火

6
　
　
　
乾
　
燥
　
機

　
　
火
あ
そ
び
．

　
　
と
　
り
　
灰

　
　
こ
た
？
あ
ん
か

　
　
炉
・
か
ま
ど

　
　
え
ん
と
つ

　
　
L
P
ガ
ス

　
　
た
　
き
　
び

　
　
た
　
ば
　
こ

　
　
石
油
類
寵
具

5252

850
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
　
　
　
原
因

6
　
　
　
5
　
　
　
4
　
　
　
3
　
　
　
2
　
　
　
曜
　
　
　
件

　
明
治
三
十
三
年
に
大
火
事
（
焼
け

た
家
へ
百
二
十
三
戸
、
焼
け
出
さ
れ

た
人
三
千
八
百
八
十
二
人
）
が
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
昭
和
四
十
三
年
か
ら
四
十

七
年
ま
で
の
五
年
間
に
百
九
十
五
回

も
火
事
が
起
き
て
い
ま
す
。
計
算
す

る
と
月
三
・
二
回
起
き
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
．

　
火
事
は
、
ち
ょ
っ
た
し
た
不
注
意

か
ら
家
や
道
具
を
灰
に
し
ま
す
。

　
人
命
に
も
か
か
わ
る
恐
し
い
災
害

で
す
、

　
市
に
は
火
事
を
防
い
だ
り
、
消
し

た
り
し
て
み
ん
な
の
安
全
を
守
る
た

め
消
防
署
が
あ
り
ま
す
。

　
消
防
署
で
は
、
四
十
人
の
人
た
ち

が
昼
も
夜
も
交
替
で
休
み
な
く
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
十
九
の

消
防
団
が
あ
り
、
千
四
百
人
以
上
の

人
た
ち
が
火
事
が
起
き
る
と
消
防
署

の
人
と
力
を
合
わ
せ
て
火
事
を
消
し

ま
す
。

　
今
年
の
四
月
か
ら
市
だ
け
で
な
く

中
魚
沼
郡
と
一
緒
に
な
っ
て
広
い
地

域
を
火
事
か
ら
守
る
組
織
に
な
り
ま

救
急
出
動
！
車
中
で
本
部
と
連
絡

事
故
現
場
で
応
急
処
置
　
　
負
傷
者
を
い
た
わ
り
な
が
ら
病
院
へ

人
家
の
火
災
（
47
・
4
上
川
町

し
た
，

　
そ
の
ほ
か
、
消
防
署
は
救
急
車
を

出
し
て
急
病
人
や
け
が
人
を
病
院
ま

で
運
ぶ
仕
事
も
し
て
い
ま
す
。

　
救
急
車
は
、
昭
和
四
十
七
年
一
月

か
ら
四
十
七
年
十
二
月
の
一
年
間
に

五
百
二
十
八
回
出
動
し
、
五
百
八
人

を
輸
送
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
交
通

事
故
に
よ
る
も
の
が
二
百
二
件
と
ト

ッ
プ
を
占
め
ま
し
た
。

　
恐
し
い
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

市
で
は
交
通
の
激
し
い
道
に
歩
道
を

作
っ
た
り
、
道
を
広
げ
た
り
し
て
い

ま
す
。
霞
た
、
警
察
署
で
は
交
通
事

故
の
多
い
所
に
つ
い
て
は
原
因
を
調

べ
信
号
機
や
交
通
標
識
を
取
り
付
け

た
り
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
交
通
安
全
対
策
会
議
は
、
交

通
事
故
防
止
計
画
を
た
て
た
り
、
多

数
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し
て

交
通
脂
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
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年

　火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛

、
伊
籍
q

　
十
日
町
市
は
、
　
「
雪
と
き
も
の

の
街
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
深
い
雪
に
閉
じ
こ
め
ら
れ

た
暮
ら
し
の
中
か
ら
織
物
が
生
ま

れ
た
の
で
す
。

　
ず
っ
と
昔
、
山
野
に
は
え
て
い

る
「
か
ら
む
し
」
を
つ
む
い
で
麻

布
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
な
っ
て
「
越
後

縮
」
の
主
な
産
地
に
な
り
ま
し
た

　
今
か
ら
百
五
十
年
ほ
ど
前
、
絹

織
物
を
織
り
は
じ
め
、
明
治
時
代

に
は
「
明
石
縮
」
が
つ
く
ら
れ
、

織
物
産
地
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
三
十
四
年
頃
か
ら
「
マ
ジ

ョ
リ
カ
お
め
し
」
が
人
気
を
呼

び
、
つ
づ
い
て
「
黒
は
お
り
」
が

た
く
さ
ん
売
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
・
　
　
　
　
　
　
　
一

最
近
は
、
　
「
中
振
袖
」
　
「
訪
問
皿

着
」
な
ど
の
染
加
工
を
し
た
商
皿

品
、
し
ぶ
い
お
し
ゃ
れ
着
と
し
て
㎜

　
「
紬
」
「
緋
」
な
ど
の
き
も
の
の
一

馨
鑑
と
し
て
、
年
間
四
百
億
一

円
以
上
の
生
産
を
あ
げ
て
い
ま
す
　

　
こ
れ
か
ら
も
研
究
を
重
ね
、
よ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

趨
鴛
．
隣
じ
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県
芸
術
祭
に
ご
参
加
を
　
　
…

　
合
暗
部
門
、
演
劇
部
門
と
も
…

砕
日
ま
で
に
申
込
み
－
だ
㎜

　
申
込
先
、
詳
細
は
中
越
教
育
…

事
務
所
社
会
教
育
課
〒
九
四
〇
…

長
岡
市
四
郎
丸
町
實
一
一
四
1
・
．
．
…

一
．
一
番
へ
　
　
　
　
　
　
　
…

社
会
福
祉
大
会
の
お
知
ら
せ
㎜

　
第
．
一
十
．
一
回
十
H
町
市
社
へ
論

福
祉
大
会
は
、
八
月
二
十
二
日
…

午
前
九
時
か
ら
市
民
会
館
で
黒

催
さ
れ
ま
す
、
お
出
か
け
く
だ
㎜

　
】
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画

さ
㌧

轟
驚

、
、
￥
ご
ノ

弔
ヨ
害
を
防
ぐ

　
十
日
町
市
は
、
新
潟
県
の
中
で
も
特

に
た
く
さ
ん
雪
の
降
る
所
で
す
。

　
写
真
は
昭
和
二
十
年
の
大
雪
の
よ
う

す
て
す
。
こ
の
年
は
、
四
層
も
雪
が
積

も
り
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
三
年
の
雪
に
よ
る
損
害
は

二
十
億
円
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
雪
が
積
も
る
と
車
が
通
添
な
く
な
る

道
路
が
多
く
な
り
ま
す
。
特
に
山
地
の

人
々
は
、
よ
そ
へ
出
か
け
る
の
に
な
だ

れ
が
起
き
た
り
、
時
間
が
か
か
っ
た
り

暮
ら
し
に
必
要
な
品
物
が
不
足
し
た
り

マし
て
大
変
困
り
ま
す
。
ま
た
、
積
も
っ

　
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン

　
ク
ー
ル
の
作
品
募
集

　
統
計
思
想
の
普
及
向
L
と
表
㎜

現
技
術
の
研
さ
ん
を
は
か
る
た
…

め
、
つ
ぎ
の
と
お
り
作
品
を
募
…

集
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
…

（
応
募
資
格
）
第
一
部
A
ー
　
…

小
学
校
一
、
一
年
以
下
の
児
童
．
、
第
…

蔀
早
小
、
一
ヂ
校
四
年
呈
の
…

児
童
、
第
、
一
部
ー
中
学
校
の
生
閃

徒
。
第
、
二
部
－
高
等
学
校
以
L
…

の
生
徒
、
学
生
。
第
四
部
－
一
…
、

般
．
（
課
題
百
由
窺
格
）
第
漏

部
、
第
二
部
I
B
2
判
仕
L
手
…

法
。
第
一
、
蔀
－
第
四
部
l
B
1
…

欄
薦
酵
謹
糠

計
課
内
統
計
協
会
　
〒
九
亙
漏

（
締
切
）
九
月
卜
日
、
く
わ
し
…
・

く
は
、
市
商
工
課
統
計
係
魯
七
…

1
．
．
二
一
一
番
へ
。
　
　
　
　
㎜

朋
全
国
戦
没
者
追
悼
式
…

　
月
正
午
に
は
黙
と
う
を
㎜

　
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

た
雪
の
董
さ
で
家
が
こ
わ
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
道
路
の
雪
を
無
く
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
市
は
、
昭
和

四
十
二
年
か
ら
流
雪
溝
を
、
四
ヤ
三

年
か
ら
消
雪
パ
イ
プ
を
作
り
は
じ
め

ま
し
た
。
ま
た
ブ
ル
ド
ー
ザ
や
ロ
；

ヌ
リ
ー
な
ど
の
機
械
を
使
っ
て
道
路

の
除
雪
を
し
て
く
れ
る
の
で
ナ
、
変
便

利
に
な
り
ま
し
た
。

　
山
地
の
道
路
は
道
は
ば
が
狭
く
、

坂
や
曲
り
角
が
多
く
除
雪
は
大
変
、
な

召
事
で
、
す
。

　
ま
た
、
な
だ
れ
の
危
険
が
あ
る
の

で
、
歩
く
道
を
か
え
た
り
、
雪
L
卓

わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と

　
市
議
会
・
市
役
所
の
は
た
ら
き

市
議
会
の
は
た
ら
き

市
で
は
、
そ
の
年
の
め
あ
て
を
決

　
　
〆
～
よ

　
め
匁
髭
‡

漁、蒐

　
　
　
簿

　
　
　
　
褒
歴

・
ズ

〆
、
瀞
難

瑳
編

・
〆

　
め
て
市
民
の
願
い
の
強
い
も
の
か
ら

　
仕
事
を
進
め
ま
す
。

　
　
ど
の
仕
事
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

　
　
か
話
し
あ
う
の
が
市
議
会
の
仕
事

菰
　
　
で
す
。
市
民
の
選
挙
で
選
ば
れ
た

亟

プ
ー
ル
で
遊
ぶ
園
児
た
ち
（
叢
）

を
使
っ
て
道
を
踏
み
暇
め
た
り
L
て

冬
の
交
通
の
安
全
に
努
め
て
い
ま
す

　
そ
れ
で
も
、
急
病
人
が
出
た
ら
大

変
で
す
。
市
で
は
雪
L
車
々
置
き
、

い
つ
で
も
病
人
を
運
べ
る
よ
う
に
準

備
し
て
い
ま
す
。

灘
　張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
蕪

　
二
階
大
屋
根
よ
り
高
い
本
町

　
一
丁
目
（
昭
和
二
十
年
冬
、

．
一
ト
ヘ
人
の
南
議
会
議
員
が
、
み
ん

な
の
代
表
と
し
イ
、
市
議
会
を
開
い
て

い
ろ
い
ろ
な
二
と
を
決
め
ま
す
。

　
市
民
の
願
い
は
、
場
所
や
仕
嘗
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
。
市
議
会
議
員
は

た
く
さ
ん
の
希
望
を
よ
く
聞
い
て
、

ど
う
し
て
も
必
要
な
こ
と
か
ら
什
骸

を
進
め
る
よ
う
綱
談
し
ま
ナ
。

　
市
役
所

　
由
議
会
で
決
め
ら
れ
た
こ
と
を
す

る
の
が
南
役
所
の
仕
事
で
す
、

　
山
役
所
で
は
、
市
民
に
選
ば
れ
た

市
長
と
四
百
人
あ
ま
り
の
べ
た
ち
が

い
ろ
い
ろ
な
係
り
に
分
か
れ
て
仕
事

を
し
て
い
ま
す
．
、

　
消
防
の
仕
㊨
、
ご
み
や
危
険
物
を

集
め
て
街
を
美
し
く
す
る
仕
事
、
保

育
所
の
仕
事
、
よ
り
住
み
よ
い
街
に

す
る
仕
雰
な
ど
わ
た
し
た
ち
の
市
民

一
人
一
人
に
つ
な
が
り
の
あ
る
仕
質

住みよいまちづくり

　
市
は
、
住
み
よ
い
街
に
す
る
た
め
に
現
在
つ
ぎ
の
よ
う

な
計
画
を
た
て
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
道
路
の
改
良
と
、
ほ
装
、
な
だ
れ
の
危
険
を
無
く
し
、

交
通
を
便
利
に
し
、
道
路
の
無
雪
化
を
進
め
ま
す
。

　
年
次
計
画
で
下
水
道
の
施
設
を
つ
く
り
、
自
然
の
川
を

と
り
も
ど
し
、
き
れ
い
な
街
を
つ
く
り
ま
す
。

　
工
業
を
ま
す
ま
す
盛
ん
に
す
る
た
め
、
織
物
工
業
団
地

を
つ
く
る
な
ど
、
産
業
環
境
の
整
備
を
は
か
り
、
公
害
の

起
き
な
い
整
っ
た
街
づ
く
り
を
計
画
し
ま
す
。

　
商
業
は
交
通
網
の
発
達
に
伴
い
、
商
圏
の
拡
大
を
は
か

り
ま
す
。

　
農
業
は
田
を
耕
地
整
理
し
、
機
械
を
使
え
る
よ
う
に
し

た
り
共
同
の
仕
事
を
す
す
め
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
苗
場
山

ろ
く
の
開
発
、
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、
当
闘
山
自
然
公
園

の
造
成
な
ど
行
な
い
広
い
め
ぐ
ま
れ
た
土
地
、
豊
か
な
水

す
ぐ
れ
た
自
然
を
あ
わ
せ
て
開
発
し
、
豊
か
な
街
づ
く
り

を
め
ざ
し
ま
す
．
、

、
謙

蕪
、
灘
鶴

淳
雛
蟹
磐

劉
’
継
驚
－

を
た
く
さ
勺
し
イ
．
い
ま
す
。

　
市
長
は
、
虐
民
か
ら
の
い
ろ
い
ろ

な
願
い
を
整
理
し
て
由
議
会
に
出
し

ま
す
。
そ
こ
で
決
ま
っ
た
こ
と
を
係

り
の
人
た
ち
と
相
談
し
て
仕
事
を
遣

め
ま
す
。

　
市
役
所
ヂ
計
画
し
て
い
る
仕
事
や

お
知
ら
せ
な
ど
を
こ
の
、

市
報
と
お

か
ま
ち
」
で
市
民
に
知
ら
せ
て
い
ま

す
。　

市
役
所
で
は
、
こ
の
よ
う
に
多
く

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
ら
た
く
さ

ん
の
お
金
を
っ
か
い
ま
す
。

　
二
の
お
金
は
、
国
や
県
て
出
し
て

く
れ
る
も
の
う
…
．
協
か
に
な
な
さ
ん
の

納
め
た
税
公
が
使
わ
押
ま
す
。

　
保
育
所
や
市
民
会
館

　
な
ど

　
市
内
に
は
、
個
人
て
建
で
、
た
も
の

も
合
わ
せ
八
カ
所
の
認
可
保
育
所
が

あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
保
育
所
を
建

設
才
る
註
画
を
進
め
て
い
杢
す
。

　
市
民
会
館
に
は
、
万
百
人
ほ
ど
入

れ
る
大
ホ
ー
ル
㍗
学
習
室
な
ギ
一
が
あ

り
、
甫
民
休
育
館
で
け
、
体
を
ぎ
た

え
る
人
た
ち
の
汗
ま
み
れ
の
練
習
が

ノ
臼
な
わ
れ
て
い
ホ
す
．
壬
た
、
城
力

丘
に
は
市
営
グ

¶
ウ
ソ
ド
、
悶
根
地

内
に
は
市
民
ス
キ
ー
場
が
マ
．
ぎ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
、
一
か
寿
公
園
や
住
吉
公
園
な

ど
が
っ
く
ら
れ
、
お
年
寄
り
の
た
め

の
老
人
い
こ
い
の
家
や
南
営
住
宅
な

ど
む
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
市
民
か
よ
り
楽
し
く

豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
い
ろ
い
ろ

な
施
設
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

（11）　　　　　．盈76」げ53

　　　　　　　　　　ご　　　　じ　ん

鞭竺脚解鋒の
　　十日町市と中魚地方の老人や婦人のみなさんから明

　るい余暇活動、健康増進にとつくられた総合福祉セン

　ター「御陣荘」は、ご利用いただいてから3か月を経
　過しました。そこでこの施設を訪問すると、老人クラ
　　ブや婦人会、町内会などの集会でにぎやかでした……。

　　市内の方は、どなたでもご利用できます。一週間前

．、、縢鰻（鞭製鱒）へお惣鶏を・，
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鐵
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊

繋鞍・’鴇

楽
し
い
宴
会
風
景

　
　
　
　
　
　
　
騨
獅
．

奎

『
雛

難
灘

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

三
階
建
、

羅
獺
灘
鐵

五
月
～
九
月
・
：

十
月
～
四
月
…

難難㎜，

収
容
人
員
百
五
十
名

午
前
九
時
～
午
後
六
時
ま
で

午
前
九
時
～
午
後
五
時
ま
で

　
　
毎
週
月
曜
日
、
十
二
月
二
卜
八
目
～
一
月
五
日

麟
饗
．

　
　
　
　
　
譲
難
鍵

難
、
、
騰

　
灘
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋
灘

こんなり’）ばな建物にはいれる

なんて……。

や／）ばり長生きしてよかった！

のせせらぎが気分を一段と盛りあげる。会茶お

機
能
回
復
室
は
、
夏
休
み

に
入
っ
た
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
場
に
早
が
わ
り
。

十日町地域内に居住する者
（十日町市・川西町・津南町・中里村）

十日町地域以外に居住する者

個　　　　人

大人　150円
但し7磯以上の者は半額

個　　　　人
大人　200円

小人　　70円 小人　120円

団　　　　体 1人にっき120円
但し7磯以Lの者は半額

団　　　　体 1人にっき170円

各室を専用使用
する場合 1日　500円

各室を専用使用
する場合 1日　700円

大集会室を専用
使用する場合

1日　1，000円
大集会室を専用
使用する場合

1日　1，500円

・団体とは、引卒者のある10人以上の団体のことをいいます。
・小人とは、義務教育終了前の者をいいます。

難
灘
灘
薄
灘総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー

」
バス停
大書1屠終点

　♀

編
ハ、

←十日町 国道ll7号線

〆

醗
搾

1
，
』
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長

◎一一＝ 野

津南駅 ↓
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県
芸
術
祭
に
ご
参
加
を
　
　
…

　
合
暗
部
門
、
演
劇
部
門
と
も
…

砕
日
ま
で
に
申
込
み
－
だ
㎜

　
申
込
先
、
詳
細
は
中
越
教
育
…

事
務
所
社
会
教
育
課
〒
九
四
〇
…

長
岡
市
四
郎
丸
町
實
一
一
四
1
・
．
．
…

一
．
一
番
へ
　
　
　
　
　
　
　
…

社
会
福
祉
大
会
の
お
知
ら
せ
㎜

　
第
．
一
十
．
一
回
十
H
町
市
社
へ
論

福
祉
大
会
は
、
八
月
二
十
二
日
…

午
前
九
時
か
ら
市
民
会
館
で
黒

催
さ
れ
ま
す
、
お
出
か
け
く
だ
㎜

　
】
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画

さ
㌧

轟
驚

、
、
￥
ご
ノ

弔
ヨ
害
を
防
ぐ

　
十
日
町
市
は
、
新
潟
県
の
中
で
も
特

に
た
く
さ
ん
雪
の
降
る
所
で
す
。

　
写
真
は
昭
和
二
十
年
の
大
雪
の
よ
う

す
て
す
。
こ
の
年
は
、
四
層
も
雪
が
積

も
り
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
三
年
の
雪
に
よ
る
損
害
は

二
十
億
円
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
雪
が
積
も
る
と
車
が
通
添
な
く
な
る

道
路
が
多
く
な
り
ま
す
。
特
に
山
地
の

人
々
は
、
よ
そ
へ
出
か
け
る
の
に
な
だ

れ
が
起
き
た
り
、
時
間
が
か
か
っ
た
り

暮
ら
し
に
必
要
な
品
物
が
不
足
し
た
り

マし
て
大
変
困
り
ま
す
。
ま
た
、
積
も
っ

　
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン

　
ク
ー
ル
の
作
品
募
集

　
統
計
思
想
の
普
及
向
L
と
表
㎜

現
技
術
の
研
さ
ん
を
は
か
る
た
…

め
、
つ
ぎ
の
と
お
り
作
品
を
募
…

集
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
…

（
応
募
資
格
）
第
一
部
A
ー
　
…

小
学
校
一
、
一
年
以
下
の
児
童
．
、
第
…

蔀
早
小
、
一
ヂ
校
四
年
呈
の
…

児
童
、
第
、
一
部
ー
中
学
校
の
生
閃

徒
。
第
、
二
部
－
高
等
学
校
以
L
…

の
生
徒
、
学
生
。
第
四
部
－
一
…
、

般
．
（
課
題
百
由
窺
格
）
第
漏

部
、
第
二
部
I
B
2
判
仕
L
手
…

法
。
第
一
、
蔀
－
第
四
部
l
B
1
…

欄
薦
酵
謹
糠

計
課
内
統
計
協
会
　
〒
九
亙
漏

（
締
切
）
九
月
卜
日
、
く
わ
し
…
・

く
は
、
市
商
工
課
統
計
係
魯
七
…

1
．
．
二
一
一
番
へ
。
　
　
　
　
㎜

朋
全
国
戦
没
者
追
悼
式
…

　
月
正
午
に
は
黙
と
う
を
㎜
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‘

た
雪
の
董
さ
で
家
が
こ
わ
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
道
路
の
雪
を
無
く
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
市
は
、
昭
和

四
十
二
年
か
ら
流
雪
溝
を
、
四
ヤ
三

年
か
ら
消
雪
パ
イ
プ
を
作
り
は
じ
め

ま
し
た
。
ま
た
ブ
ル
ド
ー
ザ
や
ロ
；

ヌ
リ
ー
な
ど
の
機
械
を
使
っ
て
道
路

の
除
雪
を
し
て
く
れ
る
の
で
ナ
、
変
便

利
に
な
り
ま
し
た
。

　
山
地
の
道
路
は
道
は
ば
が
狭
く
、

坂
や
曲
り
角
が
多
く
除
雪
は
大
変
、
な

召
事
で
、
す
。

　
ま
た
、
な
だ
れ
の
危
険
が
あ
る
の

で
、
歩
く
道
を
か
え
た
り
、
雪
L
卓

わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と

　
市
議
会
・
市
役
所
の
は
た
ら
き

市
議
会
の
は
た
ら
き

市
で
は
、
そ
の
年
の
め
あ
て
を
決

　
　
〆
～
よ

　
め
匁
髭
‡

漁、蒐

　
　
　
簿

　
　
　
　
褒
歴

・
ズ

〆
、
瀞
難

瑳
編

・
〆

　
め
て
市
民
の
願
い
の
強
い
も
の
か
ら

　
仕
事
を
進
め
ま
す
。

　
　
ど
の
仕
事
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

　
　
か
話
し
あ
う
の
が
市
議
会
の
仕
事

菰
　
　
で
す
。
市
民
の
選
挙
で
選
ば
れ
た

亟

プ
ー
ル
で
遊
ぶ
園
児
た
ち
（
叢
）

を
使
っ
て
道
を
踏
み
暇
め
た
り
L
て

冬
の
交
通
の
安
全
に
努
め
て
い
ま
す

　
そ
れ
で
も
、
急
病
人
が
出
た
ら
大

変
で
す
。
市
で
は
雪
L
車
々
置
き
、

い
つ
で
も
病
人
を
運
べ
る
よ
う
に
準

備
し
て
い
ま
す
。

灘
　張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
蕪

　
二
階
大
屋
根
よ
り
高
い
本
町

　
一
丁
目
（
昭
和
二
十
年
冬
、

．
一
ト
ヘ
人
の
南
議
会
議
員
が
、
み
ん

な
の
代
表
と
し
イ
、
市
議
会
を
開
い
て

い
ろ
い
ろ
な
二
と
を
決
め
ま
す
。

　
市
民
の
願
い
は
、
場
所
や
仕
嘗
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
。
市
議
会
議
員
は

た
く
さ
ん
の
希
望
を
よ
く
聞
い
て
、

ど
う
し
て
も
必
要
な
こ
と
か
ら
什
骸

を
進
め
る
よ
う
綱
談
し
ま
ナ
。

　
市
役
所

　
由
議
会
で
決
め
ら
れ
た
こ
と
を
す

る
の
が
南
役
所
の
仕
事
で
す
、

　
山
役
所
で
は
、
市
民
に
選
ば
れ
た

市
長
と
四
百
人
あ
ま
り
の
べ
た
ち
が

い
ろ
い
ろ
な
係
り
に
分
か
れ
て
仕
事

を
し
て
い
ま
す
．
、

　
消
防
の
仕
㊨
、
ご
み
や
危
険
物
を

集
め
て
街
を
美
し
く
す
る
仕
事
、
保

育
所
の
仕
事
、
よ
り
住
み
よ
い
街
に

す
る
仕
雰
な
ど
わ
た
し
た
ち
の
市
民

一
人
一
人
に
つ
な
が
り
の
あ
る
仕
質

住みよいまちづくり

　
市
は
、
住
み
よ
い
街
に
す
る
た
め
に
現
在
つ
ぎ
の
よ
う

な
計
画
を
た
て
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
道
路
の
改
良
と
、
ほ
装
、
な
だ
れ
の
危
険
を
無
く
し
、

交
通
を
便
利
に
し
、
道
路
の
無
雪
化
を
進
め
ま
す
。

　
年
次
計
画
で
下
水
道
の
施
設
を
つ
く
り
、
自
然
の
川
を

と
り
も
ど
し
、
き
れ
い
な
街
を
つ
く
り
ま
す
。

　
工
業
を
ま
す
ま
す
盛
ん
に
す
る
た
め
、
織
物
工
業
団
地

を
つ
く
る
な
ど
、
産
業
環
境
の
整
備
を
は
か
り
、
公
害
の

起
き
な
い
整
っ
た
街
づ
く
り
を
計
画
し
ま
す
。

　
商
業
は
交
通
網
の
発
達
に
伴
い
、
商
圏
の
拡
大
を
は
か

り
ま
す
。

　
農
業
は
田
を
耕
地
整
理
し
、
機
械
を
使
え
る
よ
う
に
し

た
り
共
同
の
仕
事
を
す
す
め
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
苗
場
山

ろ
く
の
開
発
、
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、
当
闘
山
自
然
公
園

の
造
成
な
ど
行
な
い
広
い
め
ぐ
ま
れ
た
土
地
、
豊
か
な
水

す
ぐ
れ
た
自
然
を
あ
わ
せ
て
開
発
し
、
豊
か
な
街
づ
く
り

を
め
ざ
し
ま
す
．
、

、
謙

蕪
、
灘
鶴

淳
雛
蟹
磐

劉
’
継
驚
－

を
た
く
さ
勺
し
イ
．
い
ま
す
。

　
市
長
は
、
虐
民
か
ら
の
い
ろ
い
ろ

な
願
い
を
整
理
し
て
由
議
会
に
出
し

ま
す
。
そ
こ
で
決
ま
っ
た
こ
と
を
係

り
の
人
た
ち
と
相
談
し
て
仕
事
を
遣

め
ま
す
。

　
市
役
所
ヂ
計
画
し
て
い
る
仕
事
や

お
知
ら
せ
な
ど
を
こ
の
、

市
報
と
お

か
ま
ち
」
で
市
民
に
知
ら
せ
て
い
ま

す
。　

市
役
所
で
は
、
こ
の
よ
う
に
多
く

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
ら
た
く
さ

ん
の
お
金
を
っ
か
い
ま
す
。

　
二
の
お
金
は
、
国
や
県
て
出
し
て

く
れ
る
も
の
う
…
．
協
か
に
な
な
さ
ん
の

納
め
た
税
公
が
使
わ
押
ま
す
。

　
保
育
所
や
市
民
会
館

　
な
ど

　
市
内
に
は
、
個
人
て
建
で
、
た
も
の

も
合
わ
せ
八
カ
所
の
認
可
保
育
所
が

あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
保
育
所
を
建

設
才
る
註
画
を
進
め
て
い
杢
す
。

　
市
民
会
館
に
は
、
万
百
人
ほ
ど
入

れ
る
大
ホ
ー
ル
㍗
学
習
室
な
ギ
一
が
あ

り
、
甫
民
休
育
館
で
け
、
体
を
ぎ
た

え
る
人
た
ち
の
汗
ま
み
れ
の
練
習
が

ノ
臼
な
わ
れ
て
い
ホ
す
．
壬
た
、
城
力

丘
に
は
市
営
グ

¶
ウ
ソ
ド
、
悶
根
地

内
に
は
市
民
ス
キ
ー
場
が
マ
．
ぎ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
、
一
か
寿
公
園
や
住
吉
公
園
な

ど
が
っ
く
ら
れ
、
お
年
寄
り
の
た
め

の
老
人
い
こ
い
の
家
や
南
営
住
宅
な

ど
む
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
市
民
か
よ
り
楽
し
く

豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
い
ろ
い
ろ

な
施
設
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
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鞭竺脚解鋒の
　　十日町市と中魚地方の老人や婦人のみなさんから明

　るい余暇活動、健康増進にとつくられた総合福祉セン

　ター「御陣荘」は、ご利用いただいてから3か月を経
　過しました。そこでこの施設を訪問すると、老人クラ
　　ブや婦人会、町内会などの集会でにぎやかでした……。

　　市内の方は、どなたでもご利用できます。一週間前

．、、縢鰻（鞭製鱒）へお惣鶏を・，

灘
，

灘
絹
測

　
　
　
　
　
覇
灘
灘

　
　
　
　
　
　
ー
鐵
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊

繋鞍・’鴇

楽
し
い
宴
会
風
景

　
　
　
　
　
　
　
騨
獅
．

奎

『
雛

難
灘

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

三
階
建
、

羅
獺
灘
鐵

五
月
～
九
月
・
：

十
月
～
四
月
…

難難㎜，

収
容
人
員
百
五
十
名

午
前
九
時
～
午
後
六
時
ま
で

午
前
九
時
～
午
後
五
時
ま
で

　
　
毎
週
月
曜
日
、
十
二
月
二
卜
八
目
～
一
月
五
日

麟
饗
．

　
　
　
　
　
譲
難
鍵

難
、
、
騰

　
灘
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋
灘

こんなり’）ばな建物にはいれる

なんて……。

や／）ばり長生きしてよかった！

のせせらぎが気分を一段と盛りあげる。会茶お

機
能
回
復
室
は
、
夏
休
み

に
入
っ
た
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
場
に
早
が
わ
り
。

十日町地域内に居住する者
（十日町市・川西町・津南町・中里村）

十日町地域以外に居住する者

個　　　　人

大人　150円
但し7磯以上の者は半額

個　　　　人
大人　200円

小人　　70円 小人　120円

団　　　　体 1人にっき120円
但し7磯以Lの者は半額

団　　　　体 1人にっき170円

各室を専用使用
する場合 1日　500円

各室を専用使用
する場合 1日　700円

大集会室を専用
使用する場合

1日　1，000円
大集会室を専用
使用する場合

1日　1，500円

・団体とは、引卒者のある10人以上の団体のことをいいます。
・小人とは、義務教育終了前の者をいいます。

難
灘
灘
薄
灘総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー

」
バス停
大書1屠終点

　♀

編
ハ、

←十日町 国道ll7号線

〆

醗
搾

1
，
』

＝

長

◎一一＝ 野

津南駅 ↓
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国
民
健
康
保
険
と
は
こ
ん
な
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　
わ
た
し
た
ち
は
、
い
つ
ケ
ガ
や
病

気
で
医
者
に
か
か
る
か
も
わ
か
り
ま

せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
日
ご
ろ
か
ら
収
入
に
応

じ
て
お
金
を
出
し
合
い
、
そ
の
中
か

ら
お
医
者
さ
ん
へ
支
払
っ
て
い
こ
う

と
い
う
相
互
扶
助
の
考
え
か
ら
健
康

保
険
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
健
康
保
険
は
、
大
き
く
わ
け
て
地

域
保
険
と
職
域
保
険
と
に
な
り
、
地

域
保
険
は
住
民
を
対
象
と
し
た
も
の

で
、
国
民
健
康
保
険
と
呼
ん
で
い
ま

す
。　

異
動
が
あ
っ
た
と
き

　
に
は
届
け
出
を

　
出
生
や
死
亡
、
転
出
入
、
他
の
健

康
保
険
へ
の
加
入
な
ど
の
変
動
が
あ

　
　
十
日
町
青
年
学
級
生
は
、
こ
　
…

…
の
ほ
ど
住
民
票
（
昭
和
四
十
八
　
…

…
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）
か
ら
…

…
市
民
の
名
字
を
調
査
。
十
日
町
…

…
市
名
字
順
位
表
を
作
成
し
ま
し
｝

㎜
た
．

　
　
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
市
の
名
…

…
字
は
八
百
十
三
種
類
。
名
字
の

　
ベ
ス
ト
テ
ン
は
、
村
山
が
ト
ッ

…
プ
で
、
つ
い
で
高
橋
、
庭
野
、

…
上
村
、
佐
藤
、
樋
口
、
池
田
、

…
水
蓬
阿
部
、
小
林
の
順
と
な
…

　
　
っ
て
い
ま
す
。

っ
た
と
き
は
、
十
四
日
以
内
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
よ
う
な
手
続
ぎ
を
し
な
い

と
、

八
月
休
日
救
急
医

十
二
日
山
口
医
院
褒
町
中
）

　
　
　
魯
二
i
二
一
七
四
番

十
九
日
富
田
医
院
轟
明
町
）

　
　
　
魯
二
ー
三
二
六
九
番

二
十
六
日
庭
野
医
院
（
神
明
町
）

　
　
　
魯
二
－
二
七
一
一
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
支
払
い
な
ど
思
わ
ぬ
損
害
を
こ
う

保
険
料
の
重
複
納
入
、
療
養
費
　
　
む
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

秩
序
あ
る
開
発
を

　
　
　
　
　
　
　
乱
開
発
か
ら
緑
を
守
ろ
う

　
青
空
、
美
し
い
山
、
豊
か
な
流

れ
、
恵
ま
れ
た
自
然
は
、
祖
先
か
ら

受
け
つ
い
だ
貴
重
な
財
産
で
す
。

　
最
近
、
土
地
の
乱
開
発
や
民
間
企

業
に
よ
る
土
地
の
買
占
め
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
で
は
，
土
地
の
健
全
な
開

発
と
保
全
を
稿
極
的
に
進
め
る
た
め

行
政
指
導
の
方
針
と
し
て
「
県
大
規

模
開
発
事
業
の
適
正
化
対
策
要
綱
」

を
定
め
、
今
後
＋
万
平
方
癖
以
上

（
別
荘
地
は
一
万
平
方
材
．
住
宅
・

工
場
等
の
建
設
用
地
は
二
万
平
方
屑

以
上
）
の
土
地
を
取
得
し
よ
う
と
す

る
場
合
は
、
関
係
者
と
土
地
取
得
の

交
渉
を
す
る
前
に
、
市
を
経
由
し

て
．
知
事
に
開
発
事
業
計
画
等
の
届

け
出
を
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
市
内
に
も
、
最
近
不
動
産
業
者
に

よ
る
大
規
模
の
土
地
取
得
が
行
な
わ

れ
で
い
る
よ
う
で
す
が
、
秩
序
あ
る

開
発
を
図
る
た
め
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
も
、
業
者
か
ら
地
域
の
開
発
に

つ
い
て
話
が
出
た
際
、
市
と
よ
く
相

談
の
上
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
は
、
市
役
所
環
境
開
発
課

（
奮
七
ー
三
一
一
一
番
）
に
。

　
あ
な
た
も
ぜ
ひ

　
　
　
　
点
訳
奉
仕
者
に

　
現
在
、
十
目
町
市
及
び
中
魚
沼
郡

の
身
体
障
害
者
は
約
千
五
百
人
、
そ

の
う
ち
盲
人
は
約
百
二
十
人
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
光
を
失
っ
た
人
々
に
と
っ
て
、
何

が
一
番
の
喜
び
と
な
る
で
し
ょ
う
か

　
目
の
不
自
由
な
人
も
社
会
か
ら
隔

離
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
も
う
一
つ
の

世
界
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
点
訳

奉
仕
者
を
求
め
ま
す
（
市
社
会
福
祉

事
務
所
）

点
訳
講
習
会

〔
日
時
〕
九
月
二
日
午
後
一
時
～
三

時
半
。
　
〔
場
所
〕
十
日
町
総
合
庁
舎

（
妻
有
町
西
二
）
第
一
会
議
室

　
市
展
の
出
品
作
品
を

　
募
集

　
市
は
、
第
六
回
市
美
術
展
（
市

展
）
を
十
月
十
二
日
か
ら
三
日
間
、

市
公
民
館
（
市
民
会
館
）
で
開
き
ま

す
の
で
、
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
第
一
部
／
日
本
画
（
額
ぶ
ち
付

き
）
　
第
二
部
／
洋
画
（
八
号
以
上

》・、ん艇
L
し
纏

　
　
　
　
†

伊
う
ー
、
．
蚕
き
、

透
饗
で
ん
①
逝
く
ー

ん
暑
迭
特
．

兼
ら
室
h
，
．
　
）

　
　
　
　
　
）
（

轡轡
蟹

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
も
5
…
　
　
　
｝

、
、
ん
有
塁
智
と
9

i
塞
3
」
し
蔦
い

ご
く
替
＆
ξ

　
　
　
　
”
”
へ

　
　
　
　
　
」
＾
ハ

＠
押

し
か
乙
・
．

ね

確

　　　　　　　　宅、く

百
号
ま
で
、
額
ぶ
ち
付
き
）
　
第
三

部
／
新
し
い
美
術
（
常
識
以
上
の
大

き
さ
を
こ
え
な
い
こ
と
）
　
第
四
部

／
彫
塑
（
常
識
以
上
の
大
き
さ
を
こ

え
な
い
こ
と
）
　
第
五
部
／
書
道

（
全
紙
四
分
の
一
つ
ぎ
以
内
、
枠
張

り
表
装
）
　
第
六
部
／
写
真
（
半
切

以
上
・
パ
ネ
ル
張
り
、
組
写
真
は
全

紙
三
枚
大
ま
で
）

　
出
品
料
　
一
点
五
百
円

　
搬
　
入
　
十
月
六
日
午
前
九
時
～

午
後
八
時
ま
で
に
市
公
民
館
へ
。

　
夜
八
時
の
時
間
帯
は

　
さ
け
て
／

　
夏
を
迎
え
、
こ
の
と
こ
ろ
電
話
局

の
交
換
台
は
、
一
〇
〇
番
通
話
を
は

じ
め
、
非
常
に
こ
み
あ
い
、
特
に
夜

間
割
引
の
は
じ
ま
る
夜
八
時
過
ぎ
が

最
大
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
る
べ
く
こ
の
時
間
を
避
け
た
り

便
利
な
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

　
救
急
法
講
習
会
に
．
こ

　
参
加
を

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
九
月
十
日

～
十
三
日
ま
で
の
四
日
間
、
市
役
所

四
階
会
議
室
で
救
急
法
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
受
講
希
望
者
は
、
ハ
ガ
キ
に
住
所

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、

を
明
記
の
上
、
市
役
所
内
日
本
赤
十

字
社
十
日
町
地
区
宛
に
．

　
寄
付
あ
り
が
と
う

▽
大
島
義
隆
（
川
原
町
）
－
…
五
万

円
▽
春
日
由
三
…
…
一
万
円
▽
田
中

伊
作
（
川
西
町
）
…
…
千
五
百
円
▽

柳
侑
介
（
田
中
町
東
）
…
…
十
万
円

▽
関
口
文
二
郎
（
学
校
町
）
－
…
五

万
円
▽
小
川
貞
男
（
五
軒
新
田
）
－
…

五
万
円
▽
古
沢
賢
ス
安
養
寺
）
－
：

五
千
円
▽
小
嶋
屋
従
業
員
一
同
：
：

二
千
三
百
二
十
六
円
▽
ロ
ー
タ
ー
ア

ク
ト
ク
ラ
ブ
・
…
花
壇
二
個
▽
内
藤

直
義
（
小
田
原
市
）
－
…
千
円
。

　
簡
保
資
金
写
真
コ
ソ

　
ク
ー
ル
作
品
を
募
集

　
郵
便
局
で
は
、
簡
保
資
金
の
融
資

施
設
を
題
材
と
し
た
明
る
い
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
者
は
、
カ
ラ
ー
の
部
（
ス
ラ

イ
ド
三
十
五
ミ
リ
以
上
）
、
白
黒
の

部
（
四
ッ
切
判
）
と
も
九
月
二
十
日

ま
で
に
郵
便
局
窓
ロ
ヘ
。

　
簡
保
資
金
融
資
施
設

　
小
学
校
（
下
条
、
川
治
、
飛
二
、

水
沢
、
中
条
、
東
、
真
田
、
二
俣
口

冬
分
校
、
慶
地
冬
分
校
、
塩
野
冬
分

校
、
津
池
冬
分
校
）
住
宅
（
黒
沢
団

地
）
街
路
（
本
町
西
線
、
川
治
昭
和

町
線
）
公
園
（
千
歳
、
寿
、
住
吉
公
園
）

　
新
潟
県
男
千
警
察
官

　
募
集

　
申
込
期
目
　
九
月
二
十
九
日
ま
で

受
験
資
格
　
昭
和
二
十
一
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
。
く
わ
し
く

は
、
十
日
町
警
察
署
（
曾
二
－
三
一

七
一
番
）
へ
。

、
蒙
騒
譲

鱗
藍＿繍－

豊
作
の

稲
穂
が

ゆ
れ
る

あ
た
ら
し
い

校
舎

9㈱
□203号口

十
日
町
市
立
東
小
学
校

日
焼
け
し
た

手
足
に

初
秋
の
風

二
学
期
が

は
じ
ま
つ
た

お
ど
る
こ
こ
ろ

膨
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